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Ｐ2
美郷町学友館

12月17日
リニューアルオープン
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QＡ
学
友
館
は
何
時
か
ら
何
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
か
？ 

美
郷
町
学
友
館
の
図
書
室
と
展
示
室
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

美
郷
町
学
友
館
内
の
六
郷
出
張
所
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。
出
張
所
の

取
扱
い
業
務
な
ど
、
詳
し
く
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

QＡ
本
の
貸
し
出
し
は
一
人
何
冊
ま
で
で
す
か
？

本
の
貸
し
出
し
は
、
お
一
人
10
冊
ま
で
（
う
ち
新
刊

図
書
は
お
一
人
５
冊
ま
で
）
で
す
。

Q
学
友
館
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
、
本
を
借
り
た
り
、
返

却
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
と
美
郷
町
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
図
書
検
索
端
末
）
で
、
学

友
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を
検
索
し
、
本
を
借
り
る
た

め
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

予
約
す
る
と
、
美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
か
美
郷

町
公
民
館
に
資
料
が
届
き
ま
す
。
返
却
す
る
と
き
も
、

美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
か
美
郷
町
公
民
館
ま
で

お
返
し
く
だ
さ
い
。

QＡ
休
館
日
は
い
つ
で
す
か
？

毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始
（
毎
年
12
月
29
日
か
ら
翌

年
１
月
３
日
ま
で
）
は
休
館
し
ま
す
。
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
、
祝
日
の
次
の
平
日
が
休
館
日
で
す
。

QＡ
美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
や
美
郷
町
公
民
館
の
図

書
室
に
あ
っ
た
本
は
、
全
て
学
友
館
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

基
本
的
に
全
て
の
本
を
学
友
館
に
移
管
し
て
い
ま
す
。

読
み
た
い
本
が
学
友
館
に
な
か
っ
た
場
合
は
、
他
自

治
体
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

図
書
館
司
書
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共施設再編計画に基づき、今年10月17日から
一時休館していた美郷町学友館が今月17日から

開館します。
　従来に比べて、図書館の開架図書スペースと児童閲
覧室の閲覧スペースが増え、美郷町が所蔵する書籍・
資料を一カ所で閲覧することができるようになりまし
た。また、特別展などを行う展示室も第２展示室が新
設され、展示スペースが増えました。設備が充実した
美郷町学友館をぜひご利用ください。

公

ご
利
用
く
だ
さ
い

美
郷
町
学
友
館

12月17日●
リニューアル
オープン

土
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【館内平面図】

QＡ

問い合わせ先●美郷町学友館　☎０１８７（８４）４０４０

2F

1F

本
は
何
日
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

本
の
貸
し
出
し
期
間
は
、
15
日
間
で
す
。

Ａ
学
友
館
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
、
本
を
借
り
た
り
、
返

却
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
と
美
郷
町
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
図
書
検
索
端
末
）
で
、
学

友
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を
検
索
し
、
本
を
借
り
る
た

め
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

予
約
す
る
と
、
美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
か
美
郷

町
公
民
館
に
資
料
が
届
き
ま
す
。
返
却
す
る
と
き
も
、

美
郷
町
千
畑
交
流
セ
ン
タ
ー
か
美
郷
町
公
民
館
ま
で

お
返
し
く
だ
さ
い
。

特別展示室

一般閲覧室 児童閲覧室

第２
展示室

第１展示室ホール

絵本コーナー

第１収蔵庫

第２収蔵庫 特別収蔵庫

作業修理室

学習室

事務室

開架書庫

閉架書庫

　日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真、デザイン
の分野で構成された県内最大の公募展である秋田県美
術展覧会の入賞作品・入選作品のうち、美郷町・大仙
市・仙北市の出品者の作品を美郷町学友館に展示しま
す。地域の方々の作品を身近で楽しんでいただける機
会として、毎年多くの方々にご好評をいただいていま
す。皆様のご来場をお待ちしております。

会　　期●平成23年12月17日㈯から
　　　　　平成24年１月29日㈰まで　
開催時間●午前９時～午後７時
　　　　　　　　（入場は午後６時30分まで）
入 場 料●一般：300円　高校生以下：無料
休 館 日●毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、
　　　　　年末年始

17日から開催　展示スペースが増えた会場でお楽しみください
秋田県美術展覧会（県展）第９回仙北地域展

3 広報美郷 平成23年12月



郷
町
の
小
学
生
・
中
学
生
に
、
在
学
中
の
９
年
間
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
選
定

し
た
「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」
が
決
定
し
ま
し
た
。
小
学
校
下
学
年
、
小

学
校
上
学
年
、
中
学
校
ご
と
に
１
０
０
冊
ず
つ
選
定
さ
れ
た
推
薦
図
書
は
、
子
ど
も

た
ち
の
知
的
好
奇
心
や
関
心
が
泉
の
よ
う
に
湧
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
豊
か
に
潤
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
「
１
０
０
泉
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
１
０
０
泉
」
の
書
籍
は
、
美

郷
町
学
友
館
の
ほ
か
、
各
小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

美
郷
町
の
小
学
生
・
中
学
生
に
、
在
学
中
の
９
年
間
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
選
定

郷
町
の
小
学
生
・
中
学
生
に
、
在
学
中
の
９
年
間
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
選
定

郷
町
の
小
学
生
・
中
学
生
に
、
在
学
中
の
９
年
間
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
選
定

美
「
美
郷
町

子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」を

選
定
し
ま
し
た

会
っ
て
視
野
を
広
げ
、
そ
し
て
自
分
が
興
味
を
覚
え
る

分
野
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

　

「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」
の
選
定
を
受

け
、
小
中
学
校
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
読
書
カ
ー

ド
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

「
１
０
０
泉
」
は
、
ど
の
世
代
に
も
読
ん
で
も
ら

い
た
い
本
ば
か
り
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
の
美
郷
町
学
友
館
に
も
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

う
の
は
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
委
員
の
み
な
さ
ん
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
素
晴
ら
し
い
本
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
毎
日
の
日
課
と
し
て
『
全
校
読
書
』
を
実

施
し
て
お
り
、
読
書
を
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
読
書
の

積
み
重
ね
は
、
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
与

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
際
に
大
事
な
こ
と
は
、

多
様
な
本
や
良
書
が
身
近
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

『
１
０
０
泉
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
本
や
絵
本

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
手
を
伸
ば
さ
な
い
本

も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に

ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
色
々
な
本
に
出

　

「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」
は
、
美
郷
町

内
の
各
小
中
学
校
図
書
担
当
教
諭
や
秋
田
県
子
ど
も

読
書
夢
プ
ラ
ン
事
業
派
遣
職
員
な
ど
か
ら
な
る
美
郷

町
推
薦
「
読
書
１
０
０
泉
」
選
定
委
員
会
が
選
定
し

ま
し
た
。
選
考
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
加
藤
悦

子
金
沢
小
学
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
『
読
書
１
０
０
泉
』
と
い
う
形
で
、
小
中
学
校
在

学
中
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
推
薦
す
る
と
い
う
の

は
、
必
要
な
取
り
組
み
か
も
し
れ
な
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
小
学
校
下
学
年
、
小
学
校
上
学
年
、
中
学
校
と
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
冊
ず
つ
、
合
計
３
０
０
冊
を
選
ぶ
と
い

【
小
学
校
下
学
年
】

　

き
つ
ね
の
で
ん
わ
ボ
ッ
ク
ス　
　
（
戸
田
和
代　

著
）

　

ス
ー
ホ
の
白
い
馬　
　
　
　
　
　
（
大
塚
勇
三　

再
話
）

　

と
も
だ
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
川
俊
太
郎　

著
）

　

に
じ
い
ろ
の
し
ま
う
ま　
　
　
　
（
こ
や
ま
峰
子　

著
）

　

雪
の
女
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ア
ン
デ
ル
セ
ン　

著
）　

な
ど

【
小
学
校
上
学
年
】

　

シ
ー
ト
ン
動
物
記　

オ
オ
カ
ミ
王
ロ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ー
ネ
ス
ト
．Ｔ
．シ
ー
ト
ン　

著
）

　

そ
れ
い
け
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組　
　
（
那
須
正
幹　

著
）

　

注
文
の
多
い
料
理
店　
　
　
　
　
（
宮
沢
賢
治　

著
）

　

読
み
が
た
り
秋
田
の
む
か
し
話　
（
秋
田
県
国
語
教
育
研
究
会　

著
）

　

ラ
イ
オ
ン
と
魔
女　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
．Ｓ
．ル
イ
ス　

著
）　

な
ど

【
中
学
校
】

　

ア
ン
ネ
の
日
記　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ン
ネ･

フ
ラ
ン
ク　

著
）

　

「
１
０
０
泉
」
に
は
、
古
今
の
名
作
や
水
環
境
、
郷
土
に
関
す
る

本
の
ほ
か
、
美
郷
大
使
の
永
田
萠
氏
、
美
郷
中
学
校
校
歌
の
作
詞
者

で
あ
る
谷
川
俊
太
郎
氏
の
著
作
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
１
０
０
泉
」
に
は
、
古
今
の
名
作
や
水
環
境
、
郷
土
に
関
す
る

本
の
ほ
か
、
美
郷
大
使
の
永
田
萠
氏
、
美
郷
中
学
校
校
歌
の
作
詞
者

で
あ
る
谷
川
俊
太
郎
氏
の
著
作
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
田 

萠
氏
、谷
川
俊
太
郎
氏
の
著
作
も
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会
っ
て
視
野
を
広
げ
、
そ
し
て
自
分
が
興
味
を
覚
え
る

分
野
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

　

「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」
の
選
定
を
受

け
、
小
中
学
校
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
読
書
カ
ー

ド
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

「
１
０
０
泉
」
は
、
ど
の
世
代
に
も
読
ん
で
も
ら

い
た
い
本
ば
か
り
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
の
美
郷
町
学
友
館
に
も
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

う
の
は
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
委
員
の
み
な
さ
ん
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
素
晴
ら
し
い
本
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
毎
日
の
日
課
と
し
て
『
全
校
読
書
』
を
実

施
し
て
お
り
、
読
書
を
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
読
書
の

積
み
重
ね
は
、
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
与

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
際
に
大
事
な
こ
と
は
、

多
様
な
本
や
良
書
が
身
近
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

『
１
０
０
泉
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
本
や
絵
本

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
手
を
伸
ば
さ
な
い
本

も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に

ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
色
々
な
本
に
出

　

「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」
は
、
美
郷
町

内
の
各
小
中
学
校
図
書
担
当
教
諭
や
秋
田
県
子
ど
も

読
書
夢
プ
ラ
ン
事
業
派
遣
職
員
な
ど
か
ら
な
る
美
郷

町
推
薦
「
読
書
１
０
０
泉
」
選
定
委
員
会
が
選
定
し

ま
し
た
。
選
考
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
加
藤
悦

子
金
沢
小
学
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
『
読
書
１
０
０
泉
』
と
い
う
形
で
、
小
中
学
校
在

学
中
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
推
薦
す
る
と
い
う
の

は
、
必
要
な
取
り
組
み
か
も
し
れ
な
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
小
学
校
下
学
年
、
小
学
校
上
学
年
、
中
学
校
と
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
冊
ず
つ
、
合
計
３
０
０
冊
を
選
ぶ
と
い

　

蹴
り
た
い
背
中　
　
　
　
　
　
　
（
綿
矢
り
さ　

著
）

　

サ
ラ
ダ
記
念
日　
　
　
　
　
　
　
（
俵
万
智　

著
）

　

花
と
き
ど
き
風　
　
　
　
　
　
　
（
永
田
萠　

著
）

　

水
と
緑
と
土　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
山
和
子　

著
）　

な
ど

選
定
図
書
の
一
覧
は
美
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
美
郷
町
子
ど
も
読
書
１
０
０
泉
」に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
８
７（
８
４
）４
９
１
４

　

美
郷
町
学
友
館　
　
　
　

☎
０
１
８
７（
８
４
）４
０
４
０

  10月29日に開催された水の郷シンポジウムで、入賞者を表彰しました。

【小学校中・高学年の部】  「水を守るために」　照井聖奈（仙南西４年）
【中学校の部】          　　「森が育む」　　　　高階舞（千畑３年）

【小学校低学年の部】　    小田長洋斗（金沢１年）
【小学校中・高学年の部】  加藤麻里絵（千畑南６年）
【中学校の部】　　　　　坂本友李夏（六郷２年）、  髙橋苑子（千畑１年）
【高等学校の部】　　　　山藤慶太郎（六郷１年）

【中学校の部】
  堀井友輔（六郷１年）、  藤井奈 （々六郷２年）、  髙橋優華子（千畑１年）
  三浦純玲（千畑１年）
【高等学校の部】  鈴木清雅（六郷１年）

【小学校低学年の部】　　「あたしもいいこだよ」　　伊藤遙菜（金沢１年）
【小学校中・高学年の部】  「『歯型』を読んで」　　　　吉川禮（金沢３年）
【中学校の部】　　　　　「『星の王子さま』を読んで」大久保萌（六郷３年）
【高等学校の部】      　    「カラフルを読んで」　　　田村麻里子（六郷２年）

【小学校低学年の部】    大野洋斗（金沢１年）、  照井希子（仙南西２年）
【小学校中・高学年の部】  
  佐々木俊輔（千屋３年）、  菊田朱乃（金沢３年）、  外山千鶴香（金沢５年）、
  坂本創也（金沢５年）、  小田長啓裕（金沢６年）、  伊藤初紀（金沢６年）
【中学校の部】
  須藤峻丞（六郷２年）、  照井里乃（六郷２年）、  高橋はるな（六郷２年）、
  小松千絵美（六郷２年）、  三沢桃花（六郷２年）、  大久保葵（六郷３年）、
  坂本清華（六郷３年）、  木村奈津子（仙南１年）、  齊藤理梨子（千畑３年）
【高等学校の部】
  加藤良幸（六郷１年）、  大水悠（六郷１年）、  藤嶌佳奈子（六郷１年）、
  加藤可央理（六郷２年）、  茂木千春（六郷２年）、  藤原沙希（六郷２年）、
  滑川大将（六郷２年）、  本間ちあき（六郷２年）

【小学校低学年の部】  照井陽菜（金沢２年）、  出茂野乃葉（千屋１年）
【小学校中・高学年の部】
  藤岡愛美（千畑南５年）、  大川埜々花（金沢３年）、  小松乃羽（金沢３年）、
  中村涼花（金沢４年）、  本間由基（金沢５年）、  本庄玲奈（金沢６年）、
  菊田昌希（金沢６年）、  久米登偉（仙南東３年）、  小原遼平（仙南東６年）
【中学校の部】
  右谷真祐（六郷１年）、  土谷耶天奈（六郷１年）、  吉野詩織（六郷１年）、
  鈴木彩栞（六郷２年）、  嶋田芙美佳（六郷２年）、  髙橋俊樹（六郷２年）、
  藤谷洋人（六郷２年）、  髙橋  陸（六郷２年）、  籠谷美来（六郷２年）、
  高橋  慧（六郷２年）、  照井もも（仙南１年）
【高等学校の部】
  照井理子（六郷１年）、  佐藤映絵（六郷１年）、  奥山佳奈（六郷１年）、
  村田雄美（六郷１年）、  福澤郁哉（六郷１年）、  今野優花（六郷１年）、
  伊藤小百合（六郷２年）、  渡邉千鶴（六郷２年）、  菊地将太（六郷２年）

　美郷町学友館では読書感想文コンクールの全作品を収録した「読書感想
文集33集」を発行し、12月上旬から中旬にかけて、町内学校の図書室に配布
する予定です。美郷町学友館でも閲覧できますので、ぜひご覧ください。

佳作（敬称略）

優秀賞（敬称略）

最優秀賞（敬称略）

佳作（敬称略）

優秀賞（敬称略）

名水の郷賞（敬称略）

読書感想文コンクール審査結果
第 回33

一般の部

水に関する本の部

美郷町学友館 主催

■美郷町推薦「読書100泉」選定委員長
　加藤悦子金沢小学校長
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地
震
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
陸
羽
地
震
の
発
生
時
刻
は
午
後
５
時

過
ぎ
、
夕
食
の
支
度
時
間
に
あ
た
り
ま
す
。

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
１
月
17
日
に

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
冬
期

間
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
老
朽
化
し
た
木
造

家
屋
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
、
約
65
万
㎡

を
焼
失
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
は
身
の
安

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
揺
れ
が

お
さ
ま
っ
た
ら
火
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。
大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
て
い
る
最
中

に
無
理
を
し
て
火
を
消
そ
う
と
す
る
と
、

火
傷
を
し
た
り
、
か
え
っ
て
大
き
な
火
災

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
隠
れ
て
身
の
安
全

　

を
確
保
す
る

○
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

○
ド
ア
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る

○
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
入
手
す
る

■宮城県塩釜市塩釜港（４月29日撮影）
　３月31日から４月30日にかけて、秋
田県の派遣チームが宮城県塩釜市で避難
所支援にあたりました。美郷町からは延
べ10名の職員が派遣されました。

覚
え
て
お
こ
う

 

地
震
が
起
き
た
ら

　３月11日、未曾有の大震災が東北地方を襲い、美郷町も震度４を記録しました。
　秋田県内にも、巨大地震の震源になると考えられている箇所が複数存在しています。
明治29年（1896年）８月31日に発生した真昼山地を震源とする「陸羽地震」では

千畑地区、六郷地区が震度６相当の非常に大きな揺れに見舞われたと伝えられています。
　美郷町で大規模な災害が発生し、自分や家族が巻き込まれたとき

皆さんはどうしますか。

　３月11日、未曾有の大震災が東北地方を襲い、美郷町も震度４を記録しました。
　秋田県内にも、巨大地震の震源になると考えられている箇所が複数存在しています。

災害に備えて

家
の
中
に
い
る
と
き
は

広報美郷平成23年12月 6



　

地
震
や
台
風
、
大
雪
な
ど
、
様
々
な
災
害

が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
の
状
況

を
想
定
し
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
や
家
族
の

備
え
、
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
助

け
合
い
が
必
要
で
す
。
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

町
内
の
各
行
政
区
で
も
自
主
防
災
組
織
が
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
組
織
の
訓
練
に
参
加

し
、
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
災

害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
然
災
害
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

対
策
は
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
災
害
対
策

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
交
差
点
を
避
け
、
左
側
に
停
車
す
る

○
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
入
手
す
る

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
屋
根
瓦
、
ガ
ラ
ス
な
ど
に

　

注
意
す
る

○
広
い
場
所
へ
移
動
す
る

○
ガ
ス
器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
を
止
め
る

○
電
化
製
品
の
電
源
を
切
る

○
火
が
出
て
い
た
ら
、
小
さ
い
う
ち
で
あ
れ

　

ば
慌
て
ず
消
火
す
る

○
長
期
間
避
難
す
る
と
き
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー

　

を
落
と
す

　

寒
い
時
期
を
迎
え
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

３
月
11
日
の
震
災
で
停
電
を
経
験
し
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
を
準
備
し
た
家
庭
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火

は
、
火
災
の
原
因
と
し
て
も
多
く
、
取
り
扱

い
に
注
意
が
必
要
で
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

地
震
や
台
風
、
大
雪
な
ど
、
様
々
な
災
害

　

地
震
や
台
風
、
大
雪
な
ど
、
様
々
な
災
害

が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
の
状
況

が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
の
状
況

を
想
定
し
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
や
家
族
の

を
想
定
し
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
や
家
族
の

備
え
、
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

備
え
、
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

わ
た
し
た
ち
が

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と

　すぐ取り出せる場所に保管しておきましょう。
乳幼児やお年寄りなどで特に必要な物があれば
付け加えておきましょう。

□貴重品（預金通帳）
□タオル・下着・靴下など
□食品（カップめん、缶詰、乾パンなど）
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□救急医薬品・常備薬
小さな子どものいる家庭は…
□ミルク
□紙おむつ
□ほ乳びん

～美郷町地震防災マップから～

家族でチェック
非常時持ち出し品

今年５月に全戸配布しています。
お持ちでない方は、ご連絡を。
問●町建設課　建設管理班
　　☎0187（84）4910

美郷町
地震防災マップ

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干
さ
な
い

○
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

○
そ
ば
で
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
な
い

○
外
出
時
や
就
寝
時
は
必
ず
火
を
消
す

○
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

○
油
種
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る

○
給
油
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
締
め
る

○
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
の
製
品
を
使
用
す
る

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
倒
れ
や
す
い
家
具
を

　

置
か
な
い
（
家
具
を
固
定
す
る
）

■役場庁舎前の給水所（３月12日撮影）
　多くの人が列をつくりました。
■役場庁舎前の給水所（３月12日撮影）
　多くの人が列をつくりました。

家
の
外
に
い
る
と
き
は

慌
て
ず
に
火
の
後
始
末
を

運
転
中
は
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10
月
25
日
に
美
郷
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
町
職
員
が
災

害
時
の
初
動
態
勢
を
確
認
し
た
ほ
か
、
防
災
資
機
材
の
確
認
と
点

検
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
塚
自
主
防
災
組
織
、
宝
門
町
町
内
会

自
主
防
災
組
織
、
上
下
野
荒
町
自
主
防
災
組
織
の
３
行
政
区
で
は

「
み
さ
と
地
域
見
守
り
チ
ー
ム
」
が
設
立
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
要

援
護
者
の
安
否
確
認
、
声
か
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
午
後
１
時
25
分
に
千
屋

地
区
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
防
災
行
政
無
線
で
訓
練

開
始
を
告
げ
る
放
送
が
流
れ
た
後
、

松
田
町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対

策
本
部
を
設
置
。
各
行
政
区
の
担
当

職
員
が
民
生
児
童
委
員
や
行
政
協
力

員
と
と
も
に
要
援
護
者
宅
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
11
日
の

震
災
後
に
購
入
し
た
投
光
機
や
発
電

機
の
動
作
を
確
認
し
た
ほ
か
、
役
場

庁
舎
と
避
難
所
に
配
備
し
た
衛
星
電

話
を
使
い
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

上
下
野
荒
町
自
主
防
災
組
織
で
は
、

見
守
り
チ
ー
ム
の
８
名
が
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、
要
援
護
者
の
安

否
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
組
織
で
は
、
行
政
区
内
の
世
帯

を
15
班
に
分
け
、
災
害
発
生
時
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
班
長
が
各
世
帯
の
安
否

確
認
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

各
世
帯
に
は
班
構
成
と
緊
急
時
の
連

絡
先
が
記
載
さ
れ
た
緊
急
連
絡
網
図

を
配
布
。
ま
た
、
災
害
時
や
緊
急
時

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
バ
ケ
ツ

や
懐
中
電
灯
な
ど
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
チ
ー
ム
を
設
立
し
た
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
同
組
織
。
災
害

時
に
は
地
域
で
の
支
え
合
い
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
大
震
災
を
経
験
し

「
地
域
や
近
所
の
絆
」
を
再
認
識
さ

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
の
地
域
の
自
主
防
災

組
織
で
も
見
守
り
チ
ー
ム
を
設
立
し

ま
し
ょ
う
。

災害に備えて

地
域
の
人
だ
か
ら
こ
そ

わ
か
る
こ
と

震
災
後
初
の

総
合
防
災
訓
練

　
地
域
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
、
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
な

ど
、
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　
み
さ
と
地
域
見
守
り
チ
ー
ム
は
、
こ
の

よ
う
な
要
援
護
者
に
日
常
的
な
声
か
け
や

見
守
り
活
動
を
行
う
チ
ー
ム
で
、
自
主
防

災
組
織
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
６
名
程
度
で
構

成
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
要
援
護
者

の
安
否
を
確
認
し
、
避
難
所
ま
で
の
誘
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
チ
ー
ム
の
構
成
員

　
　
①
自
主
防
災
組
織
の
役
員
等

　
　
②
民
生
児
童
委
員

　
　
③
消
防
団
員

　
　
④
看
護
師
・
ヘ
ル
パ
ー
等
の
有
資
格
者

　
　
　
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
、

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

　
　
⑤
そ
の
他
協
力
で
き
る
人

　

※

②
〜
③
は
必
須
で
す
。
行
政
区
内
に
民

　
　
生
児
童
委
員
や
消
防
団
員
が
い
な
い
場

　
　
合
は
、
そ
の
行
政
区
を
担
当
す
る
委

　
　
員
・
団
員
を
選
び
ま
す
。

　
み
さ
と
地
域
見
守
り
チ
ー
ム
の
活
動
費
用

と
し
て
、
１
チ
ー
ム
あ
た
り
５
４
，
０
０
０

み
さ
と
地
域

　
見
守
り
チ
ー
ム
っ
て
何
？

活
動
に
助
成
金
を
交
付

■要援護者宅で安否確認を行う上下野荒町
　自主防災組織の見守りチーム

地域の安全を守るのはわたしたち
みさと地域見守りチーム始動！
地域の安全を守るのはわたしたち
みさと地域見守りチーム始動！

美郷町総合防災訓練から

■上下野荒町自主防災
　組織の連絡網地図

　
見
守
り
チ
ー
ム
っ
て
何
？
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塚
自
主
防
災
組
織
で
は
、
見
守
り

チ
ー
ム
活
動
の
後
、
大
曲
消
防
署
南

分
署
の
職
員
を
講
師
に
救
命
救
急
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
を
繰
り
返
す

「
心
肺
蘇
生
法
」
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
を
学
び
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
自
動
体
外
式
除
細
動

器
の
こ
と
で
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
正
常
な
動
き
を
取
り
戻

さ
せ
る
機
械
で
す
。
心
臓
が
止
ま
る

の
は
、
心
臓
が
プ
ル
プ
ル
と
細
か
く

震
え
る
「
心
室
細
動
」
に
よ
っ
て
生

じ
る
こ
と
が
多
く
、
で
き
る
だ
け
早

く
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な

動
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
の
動
き
を
自
動
的
に

解
析
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

か
ど
う
か
を
判
断
し
、
音
声
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
指
示
し
て

く
れ
ま
す
。

　

３
月
11
日
の
震
災
以
降
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
で
救
命
救
急
講
習
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
備
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
万
が

一
の
と
き
に
家
族
や
友
人
を
救
う

た
め
、
皆
さ
ん
の
自
主
防
災
組
織

で
も
講
習
の
機
会
を
設
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

訓
練
に
合
わ
せ
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施

円
を
助
成
し
ま
す
。
（
助
成
制
度
は
平
成
23

年
度
限
り
で
す
）

必
要
書
類
●
活
動
報
告
書
、

　
　
　
　
　
活
動
報
償
費
請
求
書

　
　
　
　

※

各
書
類
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
先・問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課　
環
境
安
全
班

　
☎
０
１
８
７（
８
４
）４
９
０
３

　
町
福
祉
保
健
課　
福
祉
班

　
☎
０
１
８
７（
８
４
）４
９
０
７

■救命救急講習を受ける
　塚自治会の皆さん

地域の安全を守るのはわたしたち
みさと地域見守りチーム始動！
地域の安全を守るのはわたしたち
みさと地域見守りチーム始動！

　災害に強い町をつくるため、生活用品の備蓄や
防災資機材の整備を行っています。
【主な備蓄品と防災資機材】
・非常食、毛布の備蓄
・簡易水道施設への自家
　発電装置の設置
・非常用浄水装置、給水
　タンク

　緊急地震速報や災害時の情報伝達手段として、
防災行政無線を整備しています。防災行政無線か
ら放送があったときは、窓を開けるなどのご協力
をお願いします。

　自主防災組織の育成を図るため、災害時要援護
者の支援や緊急連絡網図作成、防災訓練などを実
施した組織に活動費用の一部を助成しています。
【助成額】
　基本額●１組織につき１万円
　世帯割●１世帯につき300円
【問】町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

　一般木造住宅の耐震診断と耐震改修に要する費
用を助成しています。
【問】町建設課　建設管理班
　　☎0187（84）4910

　ひとり暮らしの高齢者世帯な
どに、緊急情報キット「みさと
安心パック」を配布しています。

災害備蓄品・防災資機材の整備

自主防災組織活動費補助事業

一般住宅耐震促進化事業

要援護者支援事業

防災行政無線の整備

　緊急地震速報などは、国から自動的に放送
されています。現在のシステムでは男性の声
のみであるため、聞き取りやすい声で放送す
るよう関係機関に要望を行っています。町が
独自に放送する場合は、できる限り女性の声
で放送するよう努めています。

放送内容が聞き取りにくい
「女性の声にできないの？」

放送内容を確認したいときは
　☎0187（85）3981または
　☎0187（85）3982にお電話を。
放送内容を聞くことができます。

進めています
災害に強いまちづくり

非常用浄水装置
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に
地
販
地
消
の
取
り
組
み
と
大
田
区
と
の

交
流
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
学

校
交
流
音
楽
祭
や
、
虫
歯
の
な
い
子
表
彰

式
な
ど
が
行
わ
れ
た
公
民
館
、
生
涯
学
習

講
座
の
会
員
や
小
中
学
生
の
作
品
が
展
示

さ
れ
た
リ
リ
オ
ス
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜

が
販
売
さ
れ
た
テ
ン
ト
村
な
ど
、
各
会
場

を
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
多
彩
な
催

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

29
日
午
前
９
時
か
ら
リ
リ
オ
ス
で
行
わ

れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き

菖
蒲
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ

力
強
い
太
鼓
の
音
が
フ
ェ
ス
タ
の
幕
開
け

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
南
体
育
館
で
は
、

農
産
展
や
農
産
加
工
品
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
の
試
食
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
販
地

消
コ
ー
ナ
ー
や
友
好
都
市
・
東
京
都
大
田

区
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者

郷
町
の
農
・
商
・
工
業
が
一
堂
に
会
し
た
「
美
郷
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
１
」
が
10
月
29
日
と
30
日
の
２
日
間
、
美
郷
総
合
体
育
館
リ
リ

オ
ス
や
美
郷
町
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

美郷産の安全・安心な農産物は大人気 もとだて児童館まつり

地販地消推進コーナー

むし歯のない子表彰式

美郷米マスコット
キャラクター「マイミーちゃん」

「ゼンマイ座」公演

2011

多くの農産物が
出品された農産展

美
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【
美
郷
町
長
賞
受
賞
者
】

▼
金
賞

　

稲
川
美
喜
仁
（
町
田
・
水
稲
株
稲
）

　

照
井
鉃
五
郎
（
菅
野
地
・
株
大
豆
）

　

熊
谷　

秋
廣
（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　

髙
橋　

昭
男
（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　

斧
谷　

信
司
（
下
野
荒
町
・
り
ん
ご
）

　

髙
橋　

勝
弘
（
大
畑
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　

梅
川　
　

靖
（
下
中
野
町
・
ト
マ
ト
）

　

高
橋　
　

貢
（
雀
柳
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

後
藤　

廣
子
（
中
関
・
ト
マ
ト
）

　

茂
木
竹
五
郎
（
上
畑
屋
・
さ
と
い
も
）

　

谷
屋　

和
義
（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

　

木
村
タ
カ
子
（
籠
林
・
ス
プ
レ
ー
菊
）

▼
銀
賞

　

千
馬　
　

豊
（
土
崎
南
部
・
大
豆
）

　

伊
藤
登
志
夫
（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　

小
野
寺
敬
一
（
荒
川
・
り
ん
ご
）

　

千
葉
レ
イ
子
（
百
目
木
・
柿
）

　

髙
橋　

琴
美
（
中
野
・
ニ
ン
ジ
ン
）

　

藤
井　

真
吾
（
中
野
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　

高
橋
加
奈
子
（
大
荒
田
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

茂
木
竹
五
郎
（
上
畑
屋
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

田
口　

千
代
（
本
堂
東
部
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
）

　

佐
々
木
涼
太
（
大
久
保
・
ト
マ
ト
）

　

藤
井　

晴
菜
（
細
筑
・
せ
り
）

　

髙
橋　

律
子
（
中
野
・
ゆ
り
）

　

傳
野　

俊
幸
（
籠
林
・
金
魚
草
）

　

髙
橋　

啓
子
（
外
川
原
・
漬
物
）

　

も
く
も
く
道
場
（
比
内
地
鶏
、
き
く
ら
げ
）

　

佐
々
木
虹
輝
（
下
中
野
町
・
甘
し
ょ
）

【
特
別
褒
賞
受
賞
者
】

▼
秋
田
県
農
協
中
央
会
長
賞

　

稲
川
美
喜
仁
（
町
田
・
水
稲
株
稲
）

　

照
井
鉃
五
郎
（
菅
野
地
・
株
大
豆
）

▼
全
農
秋
田
県
本
部
長
賞

　

高
橋　
　

貢
（
雀
柳
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

梅
川　
　

靖
（
下
中
野
町
・
ト
マ
ト
）

▼
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞

　

熊
谷　

秋
廣
（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

▼
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

茂
木
竹
五
郎
（
上
畑
屋
・
さ
と
い
も
）

　

髙
橋　

勝
弘
（
大
畑
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　

谷
屋　

和
義
（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

▼
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

後
藤　

廣
子
（
中
関
・
ト
マ
ト
）

　

斧
谷　

信
司
（
下
野
荒
町
・
り
ん
ご
）

▼
仙
北
農
業
共
済
組
合
長
賞

　

木
村
タ
カ
子
（
籠
林
・
ス
プ
レ
ー
菊
）

　

髙
橋　

昭
男
（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

【
種
兎
の
部
第
１
類 

雄
6.0
㎏
未
満
】

▼
優
秀
賞

　

髙
橋　

清
一
（
外
川
原
）

【
種
兎
の
部
第
２
類 

雌
6.0
㎏
未
満
】

▼
奨
励
賞

　

梅
川
清
左
エ
門
（
上
中
野
町
）

農
産
展
受
賞
者
（
敬
称
略
）　

出
品
点
数
１
７
６
点

農
産
展
受
賞
者
（
敬
称
略
）　

出
品
点
数
１
７
６
点

第
44
回
大
仙
美
郷

種
兎
種
鶏
管
理
共
進
会

（
敬
称
略
、
町
内
受
賞
者
の
み
）

最優秀賞は
 酒粕シチュー

しその実味噌漬
ＪＡ秋田おばこ千畑地区
女性部加工部会　漬物部

わさび漬
農山物直売所ほたるの里

力作が展示された文化展

「若手農業者の集い」も出店 美郷産の安全・安心な農産物は大人気

酒粕シチュー
株式会社　高橋酒

造店

農産加工
チャンピオン
大会

第2回

入 賞 商 品

乾燥やさいｄｅサラダ
食出仲間
はみだし

み

味里の焼ネギ味噌
かあちゃん市場

さと

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
、

秋
田
大
学
客
員
教
授
で
作
家
の
西
木
正
明

さ
ん
が
「
水
の
上
の
人
生
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
は
、
今
年
５
月

に
締
結
し
た
秋
田
大
学
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
美
郷
町
と
秋
田
大
学
が
共
同
開

催
し
た
も
の
で
す
。
西
木
さ
ん
は
、
取
材

先
で
川
下
り
を
し
た
と
き
の
体
験
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
紹
介
。
講
演
の
最
後
に
は

各
国
の
水
事
情
を
例
に
挙
げ
、
「
美
郷
町

の
水
は
文
句
な
し
に
世
界
第
一
級
の
も
の

で
す
。
今
後
と
も
大
切
に
し
て
い
た
だ
き

水
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
大

切
な
資
源
で
あ
る
「
水
環
境
」
に

つ
い
て
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り

水
を
大
切
に
す
る
意
識
を
喚
起
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
美
郷
フ
ェ
ス

タ
文
化
展
で
「
水
辺
写
真
展
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
部
門
に
合
計
90

点
の
応
募
が
あ
り
、
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
を
含
め
た
審
査
の
結
果
、

次
の
12
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入

賞
者
に
は
「
水
の
郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
松
田
町
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
名
水
市
場
湧
太

郎
内
に
１
年
間
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
29
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
「
水
の

郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
１
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。　

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
松
田
町
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
今
年
度
の
水
環
境
マ
イ

ス
タ
ー
養
成
講
座
修
了
生
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
た
ほ
か
、
水
に
関
す
る
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
環
境
学
習
モ
デ
ル
校
に
よ
る

学
習
発
表
で
は
、
千
畑
南
小
学
校
と
千
畑

中
学
校
の
児
童
生
徒
が
学
習
成
果
を
発
表
。

こ
の
う
ち
千
畑
南
小
学
校
６
年
生
児
童
は

六
郷
地
区
の
清
水
探
検
で
調
べ
た
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
発
表
し
、
「
美
郷

町
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
美
郷
町
を
大
切
に
し
て

水の郷シンポジウム2011

水辺写真展受賞者紹介

「美郷町の水は世界第一級」 作家・西木正明さん

←学習発表から
　（千畑南小学校）

学習発表から→
（千畑中学校）

基調講演をする西木正明さん

【
最
優
秀
賞
】

　

坂
本　

義
昭
さ
ん
（
旭
町
）

　

大
水　
　

悠
さ
ん
（
六
郷
高
校
１
年
）

　

伊
藤
百
合
栄
さ
ん
（
仙
南
中
学
校
１
年
）

　

澤
野　

貴
裕
さ
ん
（
千
畑
南
小
学
校
４
年
）

【
優
秀
賞
】

　

矢
尾　
　

健
さ
ん
（
本
道
町
）

　

髙
橋　

妙
子
さ
ん
（
下
タ
堰
）

　

高
橋　

信
登
さ
ん
（
六
郷
高
校
２
年
）

　

佐
藤　

雅
希
さ
ん
（
六
郷
高
校
１
年
）

　

武
田　
　

健
さ
ん
（
六
郷
中
学
校
３
年
）

　

本
間　

達
也
さ
ん
（
千
畑
中
学
校
１
年
）

　

齊
藤　

怜
奈
さ
ん
（
金
沢
小
学
校
２
年
）

　

見
上　

敬
人
さ
ん
（
六
郷
小
学
校
３
年
）
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特
別
功
労
者
・
功
労
者
３
名
を
表
彰

美
郷
町
功
労
者
表
彰
式

　

10
月
29
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
美
郷
町
功
労
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
３
名

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
千
畑
中
学
校
の

学
校
花
壇
が
第
47
回
全
県
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
で
秋
田
県
教
育

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
全
県
の
学
校
や

地
域
団
体
な
ど
１
９
９
団
体
が

参
加
。
同
校
が
受
賞
し
た
秋
田

県
教
育
長
賞
は
、
学
校
関
係
で

は
最
高
位
と
な
る
賞
で
す
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
テ
ー
マ
や

図
案
を
生
徒
か
ら
募
集
し
、
学

校
一
丸
と
な
っ
て
花
壇
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
「
あ
り
が
と
う
！
〜
44
年
分

の
感
謝
を
こ
め
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
こ
れ
ま
で
生
徒
や
地
域

の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
学
校
花
壇
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
手
入
れ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
と
図
案
の
募
集
に
携

わ
っ
た
整
美
委
員
会
の
藤
井
美

久
さ
ん
（
３
年
）
と
武
藤
華

奈
子
さ
ん
（
３
年
）
は
、
「
千

畑
中
学
校
最
後
の
年
の
最
後
の

花
壇
で
、
す
ば
ら
し
い
賞
を
受

賞
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

夏
休
み
中
も
み
ん
な
で
自
主
的

に
手
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

美
郷
中
学
校
で
も
花
壇
づ
く
り

を
通
し
て
自
主
性
を
伸
ば
し
、

が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

千畑中学校が
秋田県教育長賞を受賞

全県花だんコンクール

　昭和38年から永年にわた
り国民健康保険運営協議会
委員として国民健康保険の
運営にご尽力をいただいた
ほか、千畑地区の小中学校
の学校医を務められるなど
地域医療の進展に大きな功
績を残されました。

　昭和44年から永年にわた
り国民健康保険運営協議会
委員として国民健康保険の
運営にご尽力いただいたほ
か六郷中学校の学校医を務
められるなど、昨年９月に
お亡くなりになるまで、地
域医療の進展に大きな功績
を残されました。

　昭和61年から昨年11月ま
での24年間にわたり民生児
童委員として地域福祉の推
進や後進の指導に寄与され
たほか、福祉施設でのボラ
ンティア活動にご尽力され
ました。昨年11月には福祉
功労者として厚生労働大臣
表彰を受けられました。

功労者表彰
　　亀谷美枝子 氏

特別功労者表彰
　故 亀谷　道男 氏

特別功労者表彰　
　　藤嶋　鐵男　氏

左側から武藤華奈子さん、藤井美久さん
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　11月10日に美郷町公民館で生涯学習講座「いきいき大学」の受講生を対象に
男女共同参画出前講座が行われました。第１部では、パーソナルカラリストの遠
藤真智子さんが、色が持つパワーについて講演。続いて第２部では、美郷町男女
共同参画住民懇話会による朗読劇「私らしく あなたらしく」が上演されました。
委員の皆さんは、どこにでもあるような平凡な家族に扮し「人を思いやる大切
さ」や「自分らしく生きる」ためのヒントを秋田弁で表現。参加者からは「笑い
の中にも気付かされることがたくさんあった」という感想が聞かれました。

お父さん、家事や育児に協力していますか？
いきいき大学で男女共同参画出前講座

　11月19日に飯詰字東西法寺の町指定文化財「天陪の一本杉」の樹勢診断が行われました。
日本樹木医会秋田県支部の会員やボランティアなど約20名が参加し、幹周りや枝の長さを計
測したほか、根元の土の入れ替え作業を行いました。一本杉は推定樹齢約300年。江戸時代
の紀行家・菅江真澄の「月の出羽路」に記述されているほか、後三年合戦で源義家が敵兵を
埋めた塚に植えた杉だという伝説も残っています。指定文化財として町教育委員会が手入れ
を行ってきましたが、近年、樹勢の衰えが顕著になっていました。

日本樹木医会秋田県支部

町指定文化財「天陪の一本杉」の樹勢診断を実施

　11月６日から12日までの７日間、秋の火災予防運動が実施されました。初日
にあたる６日は、金沢東根地区の丸子川河川敷で出動式が行われ、三浦勝二消
防団長が「地域の安全を守るため、団員が一丸となってあらゆる災害に対応し
ていこう」と力強く訓示を述べました。この後、放水訓練を行った団員は３地
区に分かれて防火広報パレードを行い、火の取り扱いを注意するよう各家庭に
呼びかけました。

秋の火災予防運動出動式
火の取り扱いに注意を！

　11月19日に美郷町公民館で「語り部交流会inあきた（秋田県主催）」が開か
れ、約300名が参加しました。会では、元ＮＨＫキャスターで大阪芸術大学教
授の平野啓子さんが菅江真澄のエピソードなどを紹介。感情のこもった語りで
観衆を引き込みました。このほか、県山本地域振興局長の菅原徳蔵さんによる
講演や松田町長らを交えた意見交換会が行われ、来場者は古来から農村に受け
継がれてきた「結い」の精神の大切さを再認識しました。

語り部交流会inあきた
穏やかな語り口調で観衆を魅了

　11月12日と13日の２日間、友好都市・東京都大田区の平和島競艇場などを会
場に「ＯＴＡふれあいフェスタ2011」が開かれました。美郷町からは町内の団
体などから約40名が参加。各コーナーで、美郷米をはじめとした安心・安全な美
郷産品を販売しました。開催期間中は好天に恵まれ、来場者数は過去最多を記録
した去年と同じ延べ35万５千人。会場は、早朝から美郷産品を買い求める人で賑
わいを見せました。

OTAふれあいフェスタ2011
美郷産品は今年も大好評

町 話題の

◀参加者に色をコーディネー
　トする遠藤さん（写真右側）

▲町男女共同参画住民懇話会の皆さん

▲平野啓子さん

あま べ
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MISATO TOPICS

美
郷
町
長　

松　

田　

知　

己

　

「
何
か
を
得
れ
ば
、
何
か
を
失

う
」
。
い
く
つ
か
あ
る
私
の
人
生

訓
の
一
つ
で
す
。
例
え
ば
お
金
と

時
間
。
学
生
時
代
は
お
金
が
な
く

て
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
し
た
。

就
職
後
は
生
活
で
き
る
お
金
は
得

ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
自
由
な
時

間
を
失
い
ま
し
た
。
例
え
ば
原
子

力
発
電
と
安
心
感
。
日
本
は
産
業

振
興
や
生
活
水
準
の
向
上
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
発
電
で

得
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の
事
故

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は

未
来
に
わ
た
り
安
全
で
あ
り
た
い

生
活
基
盤
へ
の
安
心
感
を
失
い
ま

し
た
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
適
用
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
物

事
の
判
断
の
際
に
は
、
「
こ
の
判

断
で
何
を
得
て
何
を
失
う
の
か
。

そ
の
上
で
、
得
る
も
の
が
失
う
も

の
よ
り
未
来
に
意
義
あ
る
こ
と
か

ど
う
か
」
を
充
分
に
思
慮
し
、
判

断
に
後
悔
を
付
き
纏
わ
せ
な
い
努

力
を
し
て
き
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
「
交
渉
参
加
に

向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に
入
る
」

と
の
表
明
で
す
が
、
こ
の
表
現
を
私

た
ち
は
ど
う
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
仮
に
参
加
を
前
提
に
し

て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
国
は
得
る

も
の
と
失
う
も
の
を
き
ち
ん
と
思
慮

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
上

で
、
参
加
に
よ
っ
て
得
る
も
の
が
失

う
も
の
よ
り
日
本
の
未
来
に
意
義
あ

る
と
整
理
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
報
道
を
頼
り
に
判
断
す
れ
ば
、

残
念
な
が
ら
私
に
は
整
理
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
一
方
、

私
は
現
状
の
ま
ま
で
い
い
と
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
私
が
入
手
で
き
る
狭

い
範
囲
の
情
報
に
頼
れ
ば
、
現
状
で

推
移
し
た
際
の
未
来
に
も
明
る
い
展

望
を
見
出
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　

い
ず
れ
、
参
加
な
の
か
不
参
加

な
の
か
時
間
の
経
過
と
と
も
に
分

か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
に
し
て
も
国
会
議
員
の
方
々

に
は
、
こ
の
た
び
の
問
題
で
得
る

も
の
と
失
う
も
の
に
つ
い
て
、
将

来
に
展
望
を
見
出
せ
る
思
慮
と
と

も
に
私
た
ち
に
提
示
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
制
度

や
政
策
で
の
急
ハ
ン
ド
ル
を
避
け

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
思
慮

等
を
踏
ま
え
、
向
か
う
べ
き
方
向

に
取
り
組
み
が
遅
き
に
失
し
た
と

な
ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
の

対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で…

。

　

今
回
は
国
政
へ
の
お
願
い
で
し
た
。

ち
あ
き
な
お
み
さ
ん
の
「
四
つ
の
お

願
い
」
の
よ
う
に
は
欲
張
り
ま
せ
ん
。

「
一
つ
の
お
願
い
聞
い
て
、
聞
い
て

く
れ
た
ら
〜
」
で
す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
思
う
」

風
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
思
う
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
思
う
」

風

▲ＯＴＡフェスタで美郷町をＰＲする松田町長

　11月20日に美郷町公民館で「第１回親力アップ講演会」が開かれ、テレビ
でおなじみの東北大学加齢医学研究所教授・川島隆太さんが「早寝・早起
き・朝ごはんと子どもの脳の発達の関係」と題して講演しました。講演会は
町全体で子どもたちを支援する体制を推進しようと、11月の「子ども・若者
育成支援強調月間」に合わせて町教育委員会が主催しました。
　川島さんは、睡眠時間や朝食が脳に与える影響について研究データを使っ
て解説。パンだけの朝食よりも、ご飯とおかずをバランスよくとった朝食の
方が脳の働きを活性化させることを説明しました。この日の来場者は約200
名。会場では、講演を聴きながら熱心にメモを取る人の姿が見られました。

東北大学教授 川島隆太さんを迎えて
「親力アップ講演会」

ご飯とおかず バランスのとれた朝食で脳を活性化

ま
と

おや りょく

み
い
だ
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お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

秋田県農業委員会議会長表彰
　11月１日に横手市で行われた第55回秋田県農業委員
大会で、次の方々が秋田県農業委員会議会長表彰を受
けました。

後列左側から川村正三さん、嶋田賢策さん、中野龍太郎さん
前列左側から髙橋寅治さん、佐藤忠夫さん、高橋福松さん

はつらつ高齢者輝き100選表彰
　11月17日に横手市で、はつらつ高齢者輝き県民会議が行われ、地域で元気
に活躍する方々が「はつらつ高齢者輝き100選」として表彰されました。町内
からは次の４名の方々が受賞しました。

　このほど、秋の叙勲が発表され、元美郷町
消防団副団長の小林薫さん（下中野町）が瑞
宝単光章を受章されました。
　小林さんは昭和36年に旧仙南村消防団に入
団し、町村合併後の平成18年４月から平成22
年３月までは美郷町消防団副団長を務められ
るなど、永年にわたり消防団の発展と地域の
安全に貢献されました。

瑞宝単光章を受章
元美郷町消防団副団長　小林 薫 さん

川村　正三さん（鶴水）
嶋田　賢策さん（安城寺上）
中野龍太郎さん（本館）

髙橋　寅治さん（山本）
佐藤　忠夫さん（上深井）
高橋　福松さん（土崎南部）

　芸能ボランティアとして歌や
踊りを披露する福祉活動に尽力
するほか、ひとり暮らし高齢者
などへの弁当配達ボランティア
として活躍しています。

照井正次郎さん
（土崎南部）

　町明るい選挙推進協議会委員
として啓発活動を行うほか、朗
読ボランティア「ダンボ」の代
表として目の不自由な方への支
援などで活躍しています。

沢田　榮子さん
（上町）

　小学生の見守り活動や農業指
導などで学校運営に協力するほ
か、生涯学習奨励員、水環境マ
イスター、メンタルヘルスサポ
ーターとしても活躍しています。

佐藤　健良さん
（天神堂）

　かけ唄の名手として全県かけ
唄大会で数々の受賞歴を持ち、
現在も現役の唄い手として活躍
しているほか、後継者の育成に
尽力しています。

小野寺久雄さん
（荒町）
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第７回美郷町民サッカー大会
（10月10日　大台野広場）　　　　　

【Ｕ-９】　  優　勝　六郷　　準優勝　美郷Ａ
優秀選手　小松雷希さん（六郷）、 後藤洸矢さん（美郷Ａ）
　　　　　梅川知也さん（美郷Ｂ）
【Ｕ-10】　 優　勝　美郷　　準優勝　六郷
優秀選手　森田夏姫さん（美郷）、大久保柊哉さん（六郷）
【Ｕ-11】　 優　勝　六郷　　準優勝　美郷
優秀選手　鈴木広光さん（六郷）、高橋海陽さん（美郷）
【Ｕ-12】　 優　勝　六郷　　準優勝　美郷
最優秀選手賞　佐藤稜汰さん（六郷）
優 秀 選 手　木村洸介さん（六郷）、佐藤　柊さん（美郷）
【パパーズ】
優　　勝　美郷パパーズ　　準優勝　六郷パパーズ
優秀選手　高橋和雄さん（美郷）、菅原幸二さん（六郷）
敢 闘 賞　照井公兵さん（美郷）
【女子】
優　　勝　六郷ママーズ　　準優勝　美郷ママーズ
優秀選手　高橋早智子さん（六郷）、佐藤環さん（美郷）
敢 闘 賞　中野瑞恵さん（六郷）

第24回NHK杯全県選抜小学校水泳競技大会
（11月6日　五城目町屋内温水プール）

【男子】
100m自由形
200m個人メドレー
50m自由形

【女子】
50m背泳ぎ
100m背泳ぎ
50mバタフライ
100m個人メドレー
女子総合

煙山　雄斗さん
（千畑南小学校６年）
鈴木　悠馬さん
（六郷小学校６年）

第2位
第2位
第6位

第3位
第1位
第3位
第2位
第3位　六郷小学校

伊藤　真生さん
（六郷小学校５年）
奥山　咲良さん
（六郷小学校５年）

第2回JSCA東北支部ジュニア水泳競技大会
（10月30日　秋田県立総合プール）【10歳以下クラス】

　女子100m平泳ぎ
　女子50mバタフライ
　女子200m個人メドレー
【11歳～ 12歳クラス】
　男子50m自由形
　男子100m自由形
　男子100m自由形
　女子50m背泳ぎ
　女子100m背泳ぎ
　女子100m自由形
　女子200m自由形
　女子200m個人メドレー
【13歳～ 14歳クラス】
　女子50m平泳ぎ
　女子200m平泳ぎ

奥山　咲良さん
（六郷小学校５年）

煙山　雄斗さん
（千畑南小学校６年）

伊藤　真生さん
（六郷小学校５年）

奥山　美優さん
（六郷中学校１年）

佐藤　李茄さん
（六郷中学校２年）

第2位
第3位
第2位

第3位
第4位
第5位
第6位
第2位
第1位
第1位
第1位

第3位
第2位

　11月13日に山形県で行われた第40回マーチン
グバンド東北大会で、六郷中学校吹奏楽部が11
回目となる全国大会出場権を獲得しました。同
部は平成10年からマーチングに取り組んでおり、
全国大会で２度金賞を受賞するなど全国にその
名を馳せています。現在の部員は34名。今年は
〝「疾風」新しき世界へ〟をテーマに、六郷中
学校最後の音色を響かせようと部員一同意気込
んでいます。全国大会は12月17日に埼玉県で開
催されます。

11回目の全国大会出場
六郷中学校吹奏楽部
11回目の全国大会出場
六郷中学校吹奏楽部

地区大会で優勝 全県大会に出場

　９月17日と18日の２日間、第63回大曲仙北中学校秋季
野球角館大会が行われ、千畑中学校が見事優勝を果たし
ました。１回戦から順調に勝ち進んだ同校は、決勝戦で
角館中学校と対戦。１対０で制し、県大会出場権を獲得
しました。11月５日に大館市で行われた県大会では惜し
くも１回戦で敗退しましたが、地区代表として健闘しま
した。来年度から美郷中学校野球部としての活動となる
皆さん。今後の活躍が期待されます。

千畑中学校野球部

写真左側から伊藤真生さん、奥山咲良さん、煙山雄斗さん
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美
郷
町
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、
積
雪
量
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お
お
む
ね
10
㎝
以
上
観
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さ
れ
た
と
き

に
除
雪
車
が
出
動
し
ま
す
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

 限られた時間で通行を確保するため、除雪ドーザによる除雪を行って
います。除雪ドーザは、雪を両側にかき分けるタイプの車両です。か
き分けた雪は、玄関先や車庫前の路上に置かれる場合があります。ご
迷惑をお掛けしますが、これらの雪は皆さんで処理していただくよう、
ご協力をお願いします。
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行
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㎝
以
上
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測
さ
れ
た
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き

除
雪
に
関
す
る「
よ
く
あ
る
質
問
」

どうして除雪車は玄関前に雪を置いて行くの？

　除雪作業は、できるだけ早い時間に行うよう努めていますが、降雪
状況によっては作業が遅れる場合があります。順次作業しますので、
ご理解ください。

除雪車がなかなか来ない

　道路に雪を出すと、わだちの原因になり、運転手がハンドルをとら
れるなど大変危険です。道路には雪を出さないようにしてください。
　また、屋根から落ちた雪は建物の所有者が責任を持って処理してく
ださい。

なぜ雪を道路に出してはいけないの？

雪の季節がやって来ました。
町では、除雪作業に全力で取り組みますが
皆さんのご理解とご協力も欠かせません。
一人ひとりがルールとマナーを守り
冬の生活を安全・快適に過ごしましょう。

除
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

冬
の
生
活
を
快
適
に
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と
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し

　

て
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だ
さ
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。

　ひとり暮らしの高齢者または高齢者のみの世
帯で、身体が不自由なために除雪ができない人な
どを対象に、シルバー人材センターの会員が有料
で除雪作業を行います。

対　　象●次の条件すべてを満たす方
　　　　　①65歳以上の単身世帯もしくは高齢
　　　　　　者のみの世帯
　　　　　②心身の障がいや疾病等により、生
　　　　　　活援助が必要な方
　　　　　③町民税非課税世帯
作業内容●玄関から道路までの除雪
　　　　　（雪下ろし不可）
利用料金●１時間につき100円
　　　　※ただし、年間40時間まで
申込方法●印鑑をお持ちのうえ、役場福祉保健
　　　　　課またはシルバー人材センター（中
　　　　　央行政センター）まで直接お越しく
　　　　　ださい。
申 ・ 問●美郷町シルバー人材センター
　　　　　　☎0187（84）0307
　　　　　町福祉保健課地域包括支援班
　　　　　　☎0187（84）4907（内線1506）

旧六郷東根小学校

六郷高校

中央行政センター
（旧役場六郷庁舎）

国道13号
美郷交番

丸
子
川主要地方道花巻大曲線

雪捨て場
高駒製材所
東方河川敷（ ）

Ｎ
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雪
捨
て
場
は

こ
ち
ら

千畑地区　北除雪センター　　
　　　　　　☎0187（85）2852
六郷地区　中央除雪センター　
　　　　　　☎0187（84）3730
仙南地区　南除雪センター　　
　　　　　　☎0187（83）2118
町建設課建設管理班　　　　　
　　　　　　☎0187（84）4910

除雪に関する問い合わせ先

～軽度生活援助事業のお知らせ～

シルバー人材センター会員が
除雪作業を引き受けます
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　随時、受付しています。各斎場は１月１日㈰と２日㈪
が休業日です。
連絡先●0187（84）1111

・美郷町役場
・六郷出張所、仙南出張所
・各社会教育施設
美郷町千畑交流センター
美郷町北体育館
美郷町武道館
美郷町ふれあいセンター
美郷町学友館
美郷町中央ふれあい館
美郷町中央体育館
美郷町公民館
美郷町南ふれあい館
美郷総合体育館リリオス
美郷町南体育館

12月 1月

28日㈬
施設名

休 休 休 休 休 休

29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ 1日㈰ 2日㈪ 3日㈫ 4日㈬

閉庁期間中の戸籍の届出、火葬の予約は日直が対応します

火葬の予約

　平成24年１月４日㈬以降に、美郷町
役場住民生活課で手続きをしてくださ
い。

住民異動の届出（転入、転出届など）

住民票・戸籍謄(抄)本・印鑑証明等の証明書発行

　平成23年12月15日㈭の申請分は、平成23年12月28日
㈬の交付となります。平成23年12月16日㈮以降に申請
をした場合は、平成24年１月４日㈬以降の受け取りにな
ります。

パスポートの申請・受け取り

社会教育施設に関するお問い合わせ

戸籍に関するお問い合わせ

　平成23年12月28日㈬まで、もしく
は平成24年１月４日㈬以降に美郷町役
場住民生活課で手続きをしてください。

閉庁期間中に
美郷町に転入
したとき

閉庁期間中に
美郷町から
転出するとき

閉庁期間中は取り扱いできません。

　日直が対応しますので、美郷町役場
までお越しください。庁舎内へは庁舎
北側の職員用玄関からお入りください。
連絡先●0187（84）1111

戸籍の届出（出生届、婚姻届、死亡届など）

　緊急を要する場合は、宿直が電話対
応します。
連絡先●0187（84）1111

午前8時30分
～

午後5時15分

上記以外の
時間帯 閉庁期間中は取り扱いできません。

必要な方は、お早めに手続きを済ませてください。

閉庁期間中は取り扱いできません。

■各施設の閉庁・閉館日

は
各施設が閉庁します

はは

年末年始
暮らしのガイド

町住民生活課　戸籍年金班　
☎0187（84）4903

町教育委員会　生涯学習課
☎0187（84）4915

各種証明書が
必要な方は
お早めに手続きを
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　１月から３月は、古紙類（新聞紙・雑誌・ダンボール等）を収集しま
せん。搬出したい場合は、お近くの古紙集積所をご利用ください。今年
度、新たに３箇所を増設しました。
【古紙集積所設置場所】
　・美郷町千畑交流センター西側
　・塚トイレパーク駐車場内
　・美郷町中央行政センター（旧役場六郷庁舎）裏（新設）
　・美郷町六郷東根コミュニティセンター（新設）
　・美郷町南行政センター（旧役場仙南庁舎）前
　・後三年コミュニティセンター前（新設）

１月から３月は古紙を収集しません

　年末年始は、し尿のくみ取り業者の休業日です。作業
を依頼する場合は、お早めにお申し込みください。詳し
くは業者にお問い合わせください。

し尿のくみ取り

家庭ごみ

集積所にごみを出さないでください。

12月31日㈯～１月３日㈫は収集しません。

ごみ処理場への直接搬入

※通常は平日の午前８時30分から正午と午後１時から午後
　４時30分の時間帯に利用できます。
問●大仙美郷クリーンセンター　☎0187（62）1749

　ひとり暮らし世帯などの少量のごみ収集に対応す
るため、もやせるごみ袋の【小】20ℓを新たに設け
ました。価格は１袋10枚入りで200円です。町内のご
み袋取扱店で販売しています。
※取り扱いをはじめたばかりのため、最寄りの取扱
　店に在庫がない場合があります。

大仙美郷クリーンセンターが休業します。
12月31日㈯～１月３日㈫
直接搬入できません。

もやせるごみ袋
小さいサイズができました

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

年末年始のごみ収集

　ご自宅近くの乗降場所から拠点施設ま
で、片道300円で利用できます。事前に利用登録
が必要です。登録方法については、広報美郷平成
23年11月号13ページをご覧いただくか、下記ま
でお問い合わせください。登録証をお持ちの方は
予約センターに電話予約してご利用ください。
問●町総務課　まちづくり班
　　☎0187（84）1111（内線1210）

予約制乗合タクシー

　乳幼児を連れて外出する際に荷物の積
み下ろしを手伝ったり、保護者の代わりに子ども
を送迎するタクシーサービスです。料金は通常の
タクシー料金と同じです。詳しくは24ページをご
覧ください。

子育てタクシー

冬場の交通手段
困ったなぁ…

そんなときは
ご利用ください

美郷町中央行政センター裏の古紙集積所美郷町中央行政センター裏の古紙集積所
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税　務　課

総　務　課

①住宅やその他の建物の全部または一部を取り壊し
　たとき
②登記されていない建物の売買、相続等により、所
　有者を変更したとき
③10㎡程度の小規模な増築、改築をしたとき

問い合わせ●町税務課　☎0187（84）4902

問い合わせ●町税務課　☎0187（84）4902（内線1302）

12月28日（水）は町県民税４期、国民健康保険税６期
１月４日（水）は後期高齢者医療保険料６期の納期限です

■納付が困難なときは、ご相談ください
　　特別な事情により納付が困難なときは、未納のま

　まにせず早めにご相談ください。分割して納める方

　法や、場合によっては減免制度が適用になることも

　あります。

■口座振替を希望する方は、次の取扱金融機関でお申
　し込みください。手続きには通帳と金融機関届出印
　が必要です。
　○秋田銀行　○北都銀行　○羽後信用金庫

　○秋田おばこ農協　○秋田ふるさと農協

　○ゆうちょ銀行

【口座振替が利用できる税・使用料】
　①町税　②簡易水道使用料　③下水道使用料

　④農業集落排水施設使用料　⑤住宅使用料

　⑥保育園保育料　⑦児童クラブ利用料

　⑧幼稚園授業料　⑨学校給食費

　⑩下水道受益者負担金　⑪後期高齢者医療保険料

■各税・保険料の納期限（口座振替日）

町県民税４期

項　　目

国民健康保険税（普通徴収）６期

納期限

12月28日㈬

12月28日㈬

1月4日㈬後期高齢者医療保険料（普通徴収）６期

行政知っ 情報

　次のようなときは「家屋異動届出書」の提出が必要

です。届出書は役場税務課に備え付けてあります。異

動の事由が発生したときにその都度提出してください。

課税の基準日は毎年１月１日です
　家屋に対する課税は、毎年１月１日が基準日になっ

ています。年の途中で所有者や床面積等を変更しても、

その年の１月１日現在の所有者、面積等に課税されま

す。

土地家屋調査にご協力を
　税務課では、土地や家屋の調査のため関係者の敷地

内に立ち入ることがあります。ご協力をお願いします。

家屋を取り壊したときは届出が必要です

活力ある地域づくり事業
行政区が行う事業に補助金を交付します

問い合わせ●町総務課　まちづくり班　☎0187（84）1111（内線1210）

　行政区やボランティア団体、住民活動団体等が自主

的に行う事業に補助金を交付しています。対象事業と

助成金額は次のとおりです。

　※飲食に関する経費など、補助の対象にならない経

　　費もあります。

申込方法●事業を行う２週間前までに次の窓口に申　

　　　　　請書を提出してください。

　　　　　　・役場総務課まちづくり班

　　　　　　・六郷出張所、仙南出張所

　　　　※申請書は総務課窓口にあります。

事業に必要な経費の２／３以内の額（上限30万円）
※ただし、過去３回補助金の交付を受けた事業は、必要経費の３分の１以内
　の額（上限10万円）

行政区、ボランティア団体および
住民活動団体が行う事業

事業に必要な経費の１／２以内の額（上限５万円）地域の伝統行事の保存および
継承のために行う事業

補助金額対象事業
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税　務　課

教育総務課

行政知っ 情報

問い合わせ●町税務課　課税班　☎0187（84）4902

問い合わせ●町教育委員会　教育総務課　☎0187（84）4914

扶養控除が見直しされました
　平成22年度の税制改正により、平成24年度からの扶

養控除が次のように見直しされました。これに伴い、

19歳未満の扶養親族がいる方の所得税と住民税が増え

る場合があります。

募集期間は１月31日（火）まで
千畑小学校の校歌歌詞・校章募集期間を延長します
　これまでご応募いただいた作品を開校準備委員会で

検討した結果、より多くの方から応募していただき選

考したいという意見があり、募集期間を延長すること

になりました。期間を延長するのは、千畑小学校の校

歌歌詞および校章についてです。

　また、校歌歌詞については、よりたくさんの皆様か

らご応募いただくため、フレーズのみの応募もできる

ようになりました。

募集作品●千畑小学校の校歌歌詞・校章

　　　　※校歌はフレーズのみの応募もできますが、
　　　　　作詞者としては取り扱いません。
募集期間●１月31日㈫必着
応募方法●応募用紙にてご応募ください。用紙は役場

　　　　　総合案内、各出張所にあります。

そ の 他●詳細は、広報美郷８月号26ページまたは町

　　　　　ホームページをご覧ください。

【扶養控除等申告書の変更点について】
　扶養控除の見直しに伴い、年末調整の扶養

控除等申告書の記入箇所に変更があります。

変更①　扶養控除の対象となる16歳以上の

　　　扶養親族は「Ｂ控除対象扶養親族」

　　　に記入してください。

変更②　扶養控除の対象とならない16歳未

　　　満の扶養親族は「住民税に関する事

　　　項」に忘れずに記入してください。
※「住民税に関する事項」は、非課税限度

　額（均等割・所得割を課税するかどうか

　の基準額）の計算に使います。記入がな

　いと、今まで非課税または均等割額だけ

　を負担していた方の住民税額が、平成24

　年度から増えてしまいますので、必ず記

　入してください。

【必要書類の準備をお願いします】
　来年の２月から申告相談が始まります。農業または

事業を営んでいる方は、収入金額や必要経費が分かる

書類（出荷伝票や領収書など）に基づいて所得金額を

計算することになりますので、早めに書類の準備と記

帳をお願いします。

　町の申告相談の日程は、広報美郷１月号でお知らせ

します。

16歳以上の扶養家族は
「B控除対象扶養親族」欄に記入してください。

16歳未満の扶養家族は
「住民税に関する事項」欄に記入してください。

確定申告は便利なｅ-Taxを
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/

33万円

控除
金額

年
齢

住民税（町県民税）の扶養控除金額

控除対象扶養親族（16歳以上）
60歳23歳19～22歳16～18歳0～15歳 ～ 70歳～

45万円 45万円

38万円

扶養親族（16歳未満）

33万円

一般の扶養控除
老人扶養親族
扶養控除

同居老親等

特定扶養親族
扶養控除

上乗せ
部分廃止

16歳未満の
扶養控除廃止
（33万→0円へ）

上乗せ部分廃止
一般の扶養控除
（45万→33万へ）
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福祉保健課

美郷の子ども会夢応援事業
子ども会活動の費用を助成します
　子ども会活動の活性化を図るため、子どもたちが

主体となって取り組もうとする事業に助成金を交付

します。冬休み期間中などに実施予定のある子ども

会は、ぜひご活用ください。

助 成 額●①10,000円　②20,000円　③30,000円

　　　　※子ども会の規模や事業内容等を審査して助

　　　　　成額が決まります。

申込期限●12月16日㈮

そ の 他●申請方法は下記までお問い合わせください。

子育て家庭の「困った」をサポート
子育てタクシーのご案内
　10月１日から県内で「子育てタクシー」の運行が

始まりました。子育てタクシーは、乳幼児を連れて

外出する際に荷物の積み下ろしをサポートしたり、

保護者の代わりに子どもを送迎するタクシーサービ

スです。妊婦さん、０～15歳の子どもと保護者が利

用できます。料金は通常のタクシー料金と同じです。

【利用するには】
　①事前に利用登録をします。

　※最寄りの子育てタクシー運行会社（パンフレッ

　　トに記載）にお問い合わせください。

　②予定が決まったら運行会社に利用日時を予約し

　　ます。

　③研修を受けたドライバーが指定場所に伺います。

行政知っ 情報

問い合わせ●美郷町保健センター
　☎0187（84）4900

　秋田県では、がんによる死亡数と死亡率の減少を

目指し、各地域で意見交換会を開催しています。がん

検診の受診率向上を目指し、美郷町でも次の日程で

意見交換会を開催します。

日時●12月17日㈯　午後１時～

場所●美郷町公民館

内容●講演「最近のがんの話題」

　　　　秋田大学大学院医学系研究科医学専攻

　　　　　呼吸器・乳腺内分泌外科学講座

　　　　　　　　　　　　　准教授 南谷佳弘 氏

　　　シンポジウム「がんの予防と検診

　　　　　　　　　　　  ～私たちにできること～」

　　　　仙南診療所 照井 哲 氏

　　　　町健康生活推進協議会長 中村裕子 氏

　　　　ＪＡ秋田おばこ理事 田口成子 氏

　　　　町商工会青年部長 高橋龍請 氏

　　　　秋田県肺がんネットワーク「あけびの会」

　　　　　　　　　　　　代表 藤井婦美子 氏　ほか

清水の里地域健康づくりシンポジウ
ム＆がん検診推進タウンミーティング

問い合わせ●町福祉保健課　福祉班
☎0187（84）4907（内線1505）

問い合わせ●町福祉保健課福祉班
☎0187（84）4907(内線1505)

問い合わせ●秋田県健康福祉部子育て支援課
　　　　　　☎018（860）1314
　　　　　　町福祉保健課　福祉班
　　　　　　☎0187（84）4907(内線1505)

　戦没者遺族と戦傷病者の方々の各種年金・給付金

等に関することや、生活上の困りごと、福祉制度等

に関する相談について、国の委託を受けた相談員が

応じます。お気軽にご相談ください。

■戦没者遺族相談
　相 談 員●熊谷　良夫

　住　　所●美郷町鑓田字庚塚28-１

　電　　話●0187（84）1477

　担当地区●美郷町

■戦傷病者相談
　相 談 員●川井　金光

　住　　所●大仙市協和境字野田12

　電　　話●018（892）3030

　担当地区●大仙市、美郷町

戦没者遺族相談
戦傷病者相談のお知らせ

①子どもたちが企画・立案の中心となり、ユニ

　ークで夢のある事業であること。

②地域の人や指導者（親の会等）の協力が得ら

　れること。

③単位子ども会の計画または近隣子ども会と合

　同の計画であること。

④飲食代を経費に含まないこと。

⑤事業支出を上回る預貯金がないこと。

交付対象となる事業の条件

運行会社の目印はこのマーク▶

パンフレット配布場所
・役場福祉保健課

・六郷出張所、仙南出張所

・美郷町保健センター
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住民生活課

行政知っ 情報

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

申し込み・問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

生ごみ処理コンポスト・生ごみ処理機

資源ごみの集団回収に
助成金を交付しています
　行政区による資源ごみの集団回収に対して助成金を

交付しています。

回収方法●エコバックを利用して下記対象品目を収集

　　　　　します。収集した資源ごみは、買い取り業

　　　　　者に運搬し、売り払ってください。

対象品目●アルミ缶、スチール缶、

　　　　　びん類（ビールびん、一升瓶（茶緑））

助 成 額●年間の収集量に応じて

　　　　　200㎏以上400㎏未満　　4,000円

　　　　　400㎏以上600㎏未満　　7,000円

　　　　　600㎏以上　　　　　　10,000円

　　　　※申請手続きについては町住民生活課までお

　　　　　問い合わせください。

忘れていませんか？
飼い犬に関する手続き
【新たに犬を飼ったときは】
　新たに登録手続きが必要です。町住民生活課に届け

出をしてください。登録料は3000円です。

【狂犬病予防注射を動物病院で受けたときは】
　動物病院から渡される「狂犬病予防注射済証」を町

住民生活課に提出してください。注射済票を交付しま

す。交付手数料は550円です。

【飼い犬が死亡したり、行方不明になったときは】
　飼い犬台帳から抹消処理をするため、必ず町住民生

活課に届け出てください。

設置費用に補助金を交付しています
　ごみの減量化と生活環境の保全を目的に、生ごみ処

理コンポストと生ごみ処理機の設置費用に補助金を交

付しています。

【生ごみ処理コンポスト】
対　象　者●美郷町に住民登録している方で、初めて

　　　　　　生ごみ処理コンポストを購入する方

助成金額●購入費用の１／２以内（上限５千円）

　　　　　※１世帯につき１回限り

必要書類等●・補助金交付申請書

　　　　　　・領収書（購入者の氏名、購入年月日、

　　　　　　　金額、機種名が明記されたもの。レシ

　　　　　　　ート不可）

　　　　　　・印鑑

【生ごみ処理機】
対　象　者●美郷町に住民登録している方で、初めて

　　　　　　生ごみ処理機を購入する方

助　成　額●購入費用の１／２以内（上限５万円）

必要書類等●・補助金交付申請書

　　　　　　・見積書

　　　　　　・製品カタログ等の写し

　　　　　　・印鑑

そ　の　他●交付決定後の手続きに次の書類が必要です。

　　　　　　・領収書（購入者の氏名、購入年月日、

　　　　　　　金額、機種名が明記されたもの。レシ

　　　　　　　ート不可）

　　　　　　・保証書（店名等が明記されたもの）

チャイルドシートの
購入費用を助成しています
　チャイルドシートの着用を促進し、乗車中の乳幼児

の安全を守るため、購入費用の一部を助成しています。

対 象 者●美郷町内に住民登録している６歳未満の乳

　　　　　幼児の保護者で、その乳幼児と同居し同一

　　　　　生計である方

助成金額●購入費用の１／２以内（上限１万円）

　　  　※対象乳幼児１人につき１台限り

申込方法●チャイルドシートを購入後、必要書類を揃

　　　　　えて町住民生活課環境安全班に提出してく

　　　　　ださい。

必要書類●

・補助金交付申請書（チャイルドシート本体の背面ま

　たは側面にある型式番号(下図)を申請書の欄外に記

　入してください）

・領収書（購入者の氏名、商品名、日付が記載された

　もの。レシート不可）

・品質保証書の写し

・補助金交付請求書

※申請書と請求書は住民生活課の窓口に備え付けてい

　ます。また、町のホームページからもダウンロード

　できます。

Ｃ－○○○○ ○○○○○○
自 Ｅ○○または などで表示
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建　設　課

生涯学習課

問い合わせ●町建設課　上下水道班　☎0187（84）4910（内線2802、2803）

問い合わせ●町教育委員会　生涯学習課　社会教育班　☎0187（84）4915

合併処理浄化槽水質検査費補助金を交付します
 合併処理浄化槽の適正な維持管理と水質環境保全を

図るため、浄化槽水質環境保全費補助金を交付します。

対象者●合併浄化槽の法定検査を受けた方

　　　　（地域の会館等を含む）

※対象地区（一部対象地区を含む）の方には12月上旬

　に申請用紙等を送付します。申請用紙等は12月６日㈫

　以降、右記提出先にも用意します。また、町のホー

　ムページからもダウンロードできます。

補助金額●5,000円

必要書類●

　・申請書および請求書

　・検査結果書(浄化槽法第11条)の写し

　　（平成22年度に浄化槽を設置した方は、検査結果

　　書（浄化槽法第７条）の写し）

　・振込口座通帳（表紙を１枚めくったページ）の写し
　・印鑑

　※検査結果書の判定項目がロ、ハの「改善の指摘」
　　を受けた方は、検査月日以降に保守点検業者が作

　　成した「保守点検カード」を一緒に提出してくだ
　　さい。
受付期間●12月６日㈫～１月31日㈫

提 出 先●役場第二庁舎建設課上下水道班、

　　　　　六郷出張所、仙南出張所

　　　　※各出張所の休業日は30ページをご覧ください。

行政知っ 情報

　町の歴史や文化について案内をする「歴史文化案内

人」を養成する講座を開きます。興味のある方、案内

活動をしてみたい方は、ぜひご参加ください。

対　象●美郷町民で、原則として下記の講座すべてを

　　　　受講できる方

定　員●20名

会　　場●美郷町公民館　２階　メディアルーム

受 講 料●無料

申込期限●12月22日㈭

そ の 他●講座の修了者は、歴史文化案内人として“み

　　　　　さぽーと”に登録できます。

歴史文化案内人養成講座の受講生を募集します

受付期間は12月６日（火）～１月31日（火）

①トイレのみを処理する単独処理浄化槽を設置して
　いる方
②下水道認可区域および農業集落排水整備区域で浄
　化槽を設置している方
③平成23年度に合併処理浄化槽を設置した方
④町の税金、各使用料および各資金貸付金の償還を
　滞納している方

次に該当する方には補助金を交付できません

1月18日（水） 六郷のカマクラ行事 六郷カマクラ保存会　 会長　岩屋　朝德 氏

回

1

1月25日（水） 坂本東嶽翁「田園都市構想」 町文化財保護審議会　 委員　細井　陽悦 氏2

2月  1日（水） 千屋断層 町教育委員会　　　　 主査　山形　博康3

2月  8日（水） 本堂城跡、一丈木遺跡 町教育委員会　　　　 主査　山形　博康4

2月23日（木） 六郷城物語 町文化財保護審議会　 委員　亀井日出男 氏5

2月29日（水） 清衡の生涯と後三年合戦 町文化財保護審議会　 委員　加藤　義男 氏6

3月  7日（水） ～美郷の先人～  深沢多市 町文化財保護審議会　 会長　森本　彌吉 氏7

3月14日（水） ～美郷の先人～  後藤宙外
　　小杉天外、小西正太郎 町文化財保護審議会 副会長　高橋　悦央 氏8

3月21日（水） ～美郷の先人～  佐藤　章 町教育委員会　　　　 主査　山形　博康9

日　　時
【毎回13：30～ 15：00】

内　　容
【美郷の歴史文化を学ぼう】 講　　　師

広報美郷平成23年12月 26



教育総務課

行政知っ 情報

問い合わせ●町教育委員会　教育総務課　幼児総務班　☎0187（84）4914

　平成24年４月から幼稚園・保育園に入園を希望する児童の保護者を対象に、次の日程で入園手続きの説明

会を開催します。新規に入園を希望される方は、ぜひご参加ください。

入園手続きの説明会を開催します
平成24年度 幼稚園・保育園の入園希望者（新規）の皆さまへ

対象者

対象地区 会　　場 日　　時 駐　車　場 問い合わせ
12月19日（月）
午後１時30分～

なかよし園（千畑幼稚園・保育園）
わんぱくホール

なかよし園駐車場
美郷町役場西側駐車場千　畑 ☎0187(85)3115

12月20日（火）
午後１時30分～

美郷町中央公園駐車場
美郷町保健センター駐車場六　郷 ☎0187(84)0023

12月15日（木）
午後１時30分～

美郷総合体育館
リリオス駐車場仙　南 ☎0187(83)2100

わくわく園（六郷幼稚園・保育園）
わくわくホール

すこやか園（仙南幼稚園・保育園）
子育て相談室

美郷町にサンタさんがやってくる！美郷町にサンタさんがやってくる！美郷町にサンタさんがやってくる！

保育園・幼稚園に入っていないお友だち
子育てを頑張っているお家の方、一緒にクリスマスを楽しみましょう!!

※参加を希望される方は、12月9日㈮まで各園にお申し込みください。

みんなで
歌って踊ろう!

素敵なコンサートも
あるよ!!
お楽しみに。

子育て支援
クリスマス楽しみ会

美美美美

子育てを頑張っているお家の方

る

一緒にクリスマスを楽しみましょう!!
●六郷地区・仙南地区は、バスを運行します。12月16日㈮

午前10時～
美郷町ふれあい
センター

日時

場所
すこやか園発
9：15 9：35

美郷町ふれあい
センター着
9：50

美郷町
保健センター発

すこやか園
☎0187（83）2100

「ひだまり」 
わくわく園

☎0187（84）0023

「あそびにおいで」 
なかよし園

☎0187（85）3115

「ひまわり広場」 

☎0187

幼稚園●平成18年４月２日～平成21年４月１日生まれの児童
保育園●平成18年４月２日～生後８週間を経過した児童で、両親および同居している親族等が
　　　　次の事情により、保育できないと認められる児童
　　　　①【家庭外労働】日常的に家庭の外で仕事をしている。

　　　　②【家庭内労働】家庭の中で児童と離れて仕事をしている。

　　　　③【母親出産等】母親の妊娠や出産など。

　　　　④【病　気　等】病気や負傷、心身に障がいを有している。

　　　　⑤【病人看護等】家庭に長期にわたる病人や心身に障がいを

　　　　　　　　　　　　 有する人がいるため、日常的に介護にあたっている。

　　　　⑥【そ　の　他】
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　農業引退後を安心して暮らすためには、若いうちか

らの備えが必要です。農業者年金は加入者数の変化や

財政事情に左右されない、安全で安心な公的年金制度

です。

　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家
族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など、一定
の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最
高１万円、通算すると最大で216万円）があります。

　この国庫補助額は原則65歳から特例付加年金と
して受給できます。特例付加年金を受給するには、
農地等の経営継承が必要ですが、経営継承の時期
についての年齢制限はありません。

担い手

国が支える。安心が大きくなる
安心で豊かな老後生活
のために新しい農業者
年金に加入しましょう

あなたの将来への備えは十分ですか？
加入の申し込みやご相談は最寄りの
JAまたは町農業委員会事務局まで
町農業委員会事務局☎0187（84）4913

「担い手積立年金」は農業者年金の愛称です。

農業者年金の特徴

認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります

終身年金で80歳までの保証付きです 公的年金ならではの税制上の
優遇措置があります

　国民年金の第１号被保険者（保険料免除者を除
く）で、年間60日以上農業に従事する60歳未満
の方は誰でも加入できます。農地を持っていない
農業者や、配偶者や後継者などの家族農業従事者
も加入できます。

農業に従事する方は広く加入できます
　自分で積み立てた保険料と、その運用益により
将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠
出型）」の年金です。
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険
料を自由に決められます
（月額２万から６万７千
円までの間で千円単位で
自由に選択）。農業経営
の状況や将来設計に応じ
て、いつでも見直すこと
ができます。

　支払った保険料は、全額（一人当たり年額12万
円～80万４千円）が社会保険料控除の対象となり、
所得税・住民税の
節税につながりま
す。また、将来受
け取る年金は公的
年金等控除の対象
となります。

　農業者老齢年金は原則65歳から生涯受け取るこ
とができます。仮に、80歳前に亡くなった場合で
も、80歳までに受け取れるはずであった農業者老
齢年金額の現在価値に相当する額を、ご遺族に死
亡一時金として支給します。

少子高齢化時代に強い年金です

死亡一時金
遺族

年金原資
積み立て

全額所得
控除

個人年金の場合は
年額最高 5万円

保険料
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米澤 冬弥 ちゃん
とうや

（中島・藤原）
歯みがきが大好きで、お姉
ちゃんと一緒にがんばって
います。

田口 ももか ちゃん
（関田）

自分から進んで歯みがきを
しています。その後は仕上げ
みがきをがんばっています。

樫尾 幸弥 ちゃん
こうや

（土崎北部）
仕上げみがきをがんばって
います。

鷹觜 春琉 ちゃん
は る

（作山）
仕上げみがきを毎日してい
ます。

杉澤 麻衣 ちゃん
ま い

（本堂西部）
兄弟仲良く歯みがきしてい
ます。

佐藤 琴羽 ちゃん
ことは

（都野）
仕上げみがきをしっかりや
っています。

髙塚 佑奈 ちゃん
ゆうな

（上鑓田）
歯みがきを毎日がんばって
います。

髙橋　麓 ちゃん
ろく

（本道町）
寝る前の歯みがきをしっか
りやっています。

佐藤 愛菜 ちゃん
ま な

（下菻沢）
姉妹仲良く歯みがきをがん
ばっています。

金子 美桜 ちゃん
み お

（今泉）
毎食後しっかり歯を磨いて
います。

高橋　芹 ちゃん
せり

（橋本）
自分で歯みがきした後、仕
上げみがきをがんばってい
ます。

佐々木 心優 ちゃん
みゆう

（下中野町）
仕上げみがきをがんばって
います。

佐藤 奏羽 ちゃん
かなう

（小荒川）
これからも気を抜かないよ
うにがんばります。

照井 咲季 ちゃん
さ き

（今泉）
仕上げみがきをがんばって
います。

室谷　秦 ちゃん
じん

（大坂）
仕上げみがきを毎日がんば
っています。

佐藤 舞那 ちゃん
ま な

（都野）
毎回仕上げみがきをしてい
ます。

遠田 真温 ちゃん
しおん

(小安門団地)
仕上げみがきをがんばって
います。

３歳児健診で、 むし歯が１本もなかった子どもたちです。 

　歯周病などの予防と早期発見を目的として、右記

の方々を対象に歯周疾患検診を実施しています。

　歯を失う大きな原因となる「歯周病」を早期に発

見し、いつまでも美味しい物を健康な歯で食べられ

るよう、ぜひ受診してください。

　対象者には６月に検診の案内を送付しています。

まだ受診されていない方は、12月31日㈯までに指定

協力医療機関に直接予約をして受診してください。

対　象　者●美郷町に住民登録している方で、平成

　　　　　　23年度中に40歳、50歳、60歳、70歳に

　　　　　　なる方

期　　　間●平成23年12月31日㈯まで

自己負担額●800円

   ※生活保護世帯および町民税非課税世帯の方、

　　　または70歳の方は、自己負担はありません。

　　※転入等で受診券をお持ちでない方は、下記ま

　　　でお問い合わせください。

問い合わせ●美郷町保健センター　☎0187（84）4900

大人も歯の検診を！ 成人歯周疾患検診はお済みですか？
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来年は佐竹義重公の
没後400年
来年は佐竹義重公の

響きあい  共に育つ  「人づくり」
生涯学習
マスコット
マナビィ

まなび
～生涯学習のまど～

　皆さんは現在のサテライト六郷付近に六郷城が存在したことをご存じでしょう

か。六郷城は、戦国時代に現在の美郷町南部および大仙市の一部を支配した六郷

氏によって築城されました。

　関ヶ原の戦い後の1602年、六郷氏は常陸国（現在の茨城県）に移り、代わって

初代秋田藩主・佐竹義宣の父である佐竹義重が入城しました。佐竹義重は、かつ

て常陸国太田城を居城とした戦国大名であり、北の伊達政宗、南の北条氏政とい

った大大名と互角に戦い、「鬼義重」と恐れられ、六郷城入城後は町割りを行っ

て繁栄の基礎を築きました。

　義重は、六郷城に入城して11年後の1612年、鷹狩りに出

かけた際に亡くなり、現在、城の本丸跡には義重没後300年

の際に建立された記念碑が残っています。来年2012年は義

重が亡くなってから400年の記念の年にあたり、佐竹義重公

没後四百年記念事業実行委員会による記念事業が行われま

す。学友館でも県内にある義重ゆかりの資料を集めた特別

展を行う予定です。

土日祝日も夜7時まで
利用できます!

午前8時30分～午後7時出張所の業務時間

国民の祝日にあ
たる場合は翌日毎週月曜日出張所の休業日

☎0187（84）4904　☎0187（84）4040
FAX 0187（84）3763

六郷出張所（美郷町学友館）

☎0187（84）4915　☎0187（83）2280
FAX 0187（83）2451

仙南出張所（美郷町公民館）

●戸籍関係証明書
　（戸籍抄本・戸籍謄本など）
●住民票
●印鑑証明書　●所得証明書
●課税証明書　●非課税証明書
●納税証明書
●軽自動車税納税証明書
●土地建物その他の証明
　（資産証明書等）
●外国人登録証明書
●身分証明書
●合併証明書

下記の証明書の発行

●転入届　●転出届　●転居届　●世帯主変更届

※役場住民生活課に届出してください。
※土日祝日または夜間にあたる場合は役場日直または宿直に届出
　してください。

※役場住民生活課に届出してください。

住所に関する届出

●出生届　●婚姻届　●入籍届　●離婚届　●転籍届
●養子縁組届 など

戸籍に関する届出

●町税の収納
●町営住宅使用料の収納
●保育料の収納
●上下水道使用料の収納

税や使用料の収納

●死亡届・死産届の受理
●埋火葬に関する手続き
●町税や各種使用料の
　納付書の再発行
●国民健康保険証等の再発行
●各課への文書等の取次ぎ

そ　の　他

出張所ではこのような業務を行っています

次の届出は出張所では取り扱っていません

12月と年末年始の休業日

問●町教育委員会　生涯学習課　歴史文化財班　☎0187（84）4040

月
12
月月

5
月
19

月
26

木
29

土
31
土金

30
日
1

月
2

火
3

1／

年末年始にあたるため休業します。

（ ）

佐竹氏家紋

六郷城址
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介護保険料を滞納すると…介護保険料を滞納すると

介護保険事務所からのお知らせ

　災害やその他の特別な事情がなく介護保険料を納

期限まで納めない（滞納）でいると、その期間に応

じて次のような措置が講じられます。保険料は忘れ

ずに納めましょう。

①１年以上滞納している場合▶償還払い化
　介護保険サービスを受けたときの自己負担が通常

１割のところ、一旦サービス事業者に全額を支払い

後日保険者への請求により９割相当分の払い戻しを

受けます。

②１年６ヶ月以上滞納している場合▶一時差止
　①により払い戻しされる費用を一時差し止められ

ます。住宅改修費や福祉用具購入費の給付も一時差

し止めになります。さらに滞納が続くと、差し止め

られた給付費から滞納保険料が控除されることがあ

ります。

③２年以上滞納している場合▶給付額減額
　滞納している期間の長さに応じて、自己負担が３

割に引き上げられるほか、高額介護サービス費の支

給が受けられなくなることがあります。

■満65歳になられた方の保険料は、すぐには年金か

　ら特別徴収（天引き）できません。当分の間、納

　付書で納めていただきます。

■納め忘れを防ぐために便利な「口座振替」をご利

　用ください。手続きは各金融機関（秋田ふるさと

　農協金沢支店を含む）でできます。

一人ひとりの保険料は、介護保険（老後の安心
を支えるみんなの制度）の大切な財源です。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

年金の加入期間が25年未満の方へ
●加入期間が25年未満でも、カラ期間※と合わせて

　25年以上あれば年金が受け取れます。

　※カラ期間：サラリーマンの配偶者であった期間

　　のうち、昭和61年３月までの間で国民年金に任

　　意加入していなかった期間など

●生まれた年などにより、加入期間が25年未満でも

　年金を受け取れる場合があります。

  ※誕生日が昭和27年４月１日以前で、厚生年金加

　　入期間が20年以上の場合など

受取開始時期を66歳以降に繰り下げしている方へ
　70歳になっても自動的に支払われませんので、請

求手続きをしてください。

厚生年金の加入期間のある65歳以上の方へ
　老齢厚生年金と老齢基礎年金の２種類の年金が受

け取れます。片方の年金だけを受け取っている方は、

受け取っていない年金についても、改めて請求して

ください。

厚生年金の加入期間のある方で、「65歳になって
から年金を受け取ろう」と思っている方へ
　厚生年金の加入期間が１年以上あるなどの要件を

満たす方に支払われる「特別支給の老齢厚生年金」

は、65歳になる前に請求しても年金額が減らされる

ことはありません。速やかに請求を行ってください。

※特別支給の老齢厚生年金：65歳前に受け取ること

　ができる老齢厚生年金

60歳以上で会社にお勤めの方へ
　現在会社にお勤めの方も、年金を受け取る資格を

満たしている場合は、請求を行ってください。給与

の額に応じて年金の支払額の調整が行われる場合が

ありますが、全額停止の場合を除き、年金を受け取

ることができます。退職してから年金の請求手続き

を行うと、在職中に支給されたはずの年金を受け取

ることができなくなることがありますので、ご注意

ください。

介護保険事務所　保険指導班　☎0187（86）3911問い合わせ

町住民生活課　戸籍年金班　　　☎0187（84）4903（内線1405）
日本年金機構　大曲年金事務所　☎0187（63）2299問い合わせ

国民年金からのお知らせ
年金の請求を忘れていませんか？
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子育て支援の催し子育て支援の催し
事　業　名 対　象　・　内　容 期　日 場　所 時　間

なかよし園開放 子育て支援・自由遊び 毎週月～金曜日（平日のみ）

あそびにおいで

広告で遊ぼう

クリスマスの飾りをつくろう

クリスマスの飾りつけをしよう

クリスマスソングを踊ろう
10：00～12：00

楽器の音を楽しもう
わくわく園

（六郷幼稚園・保育園）

ブロック遊びをしよう

12月生まれのお誕生会

子育て相談 子育て相談 毎週月～金曜日（平日のみ）

子育て相談室開放 子育て相談・自由遊び 毎週月～金曜日（平日のみ）

12月のお誕生日

クリスマス会！

すこやか園
（仙南幼稚園・保育園） 9：30～11：30

わんぱく（ママさん）広場

子育て広場「ひだまり」

クリスマスの歌や踊りを楽しもう
ひまわり広場

お誕生会

なかよし園
（千畑幼稚園・保育園） 9：30～11：30

みんな集まれ！
12月

なかよし園 ☎0187（85）3115
わくわく園 ☎0187（84）0023
すこやか園 ☎0187（83）2100

問い合わせ

12月 2日（金）

12月 9日（金）

12月 2日（金）

12月 5日（月）

12月 7日（水）

12月 9日（金）

12月 12日（月）

12月 14日（水）

12月 19日（月）

クリスマスのお話を聞こう 12月 21日（水）

楽しかったことをお話しよう 12月 26日（月）

12月 7日（水）

12月 21日（水）

３園合同「クリスマス楽しみ会」
※詳細は27ページをご覧ください。 12月 16日 美郷町

ふれあいセンター 10：00～11：30（金）

問い合わせ●町福祉保健課　福祉班　☎0187（84）4907（内線1505）
　　　　　　　　　もとだて児童館　☎0187（84）1004

冬休みの開館は、学校を通じて配布する「もとだて児童館だより冬休み号」を見てね!

12月の
予定

申し込み内　　容時　　間日にち

クリスマスお楽しみ会10：00～ 15：0017日（土）

今年も毎年好評のネイチャークラフトづくりを行いました。
松ぼっくりや木片、どんぐりなどを使って工作をしたよ！

10月29日、30日
　美郷フェスタ「もとだて児童館まつり」の様子

必要
ミニクリスマスツリーをつくろう10：00～ 15：003日（土） 必要

親子や兄弟、お友達同士など、たくさんの人が参加してくれました!
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　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
のうえ、12月9日㈮までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載で
きないことがあります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール  info@town.misato.akita.jp

作品（短歌、俳句、川柳、イラスト）を募集します

坂本　和子さん（六郷）

作品

「 イヌタデ 」
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美郷町公民館　　　　　　☎0187（83）2280
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問い合わせ

　美郷町公民館旧図書室と千畑交流センター事務室となりに、読書や勉強を
する場所ができました。お気軽にご利用ください。
対 象 者●幼児から高校生、大学生・一般
　　　　※小学校入学前のお子さんは、保護者同伴での
　　　　　ご利用をお願いします。
利用時間●午前９時～午後７時
利用料金●無料
利用受付●美郷町公民館および千畑交流センター事務室で
　　　　　受け付けます。

12月1日（木）から美郷町公民館と千畑交流センターに
「ほっとスペース」ができました。
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大仙警察署
美 郷 交 番
美郷北駐在所
美郷南駐在所

☎0187（63）3355
☎0187（84）2004
☎0187（85）3110
☎0187（82）1100

問い合わせ

秋田県司法書士会司法書士総合情報センター大曲
無料相談会のお知らせ

ＮＰＯ法人フラワーデザイン普及協会主催
「お正月用フラワーアレンジ講習会」を開きます

人権・いじめ・困りごとなど
人権擁護相談所にご相談ください

　花とフラワーデザインを通して、明るい社会づくりを目
指して活動しています。お気軽にお申し込みください。
日　　時●12月29日㈭　午後６時～
場　　所●名水市場湧太郎
講 習 料●無料
　　　　※ただし、材料代として3,000円が必要です。
申込方法●電話でお申し込みください。
申●同協会代表　栗林　☎090（2270）6644 または
　　アクアフローラ　☎0187（84）2666
問●ＮＰＯ法人フラワーデザイン普及協会
　　☎0187（63）1604

　相談料は無料です。秘密は守られます。大仙市、仙北市
の相談所も利用できます。
開設日時●下記期日の午前10時～午後３時

問●秋田地方法務局大曲支局　☎0187（63）2100

　不動産・会社・法人の登記、多重債務、成年後見人等に
ついて、司法書士が無料で相談に応じます。
開 催 日●毎月第４水曜日　午後６時～午後８時30分
　　　　※12月のみ21日㈬の開催です。
場　　所●サンクエスト大曲
申込方法●電話でお申し込みください。
　　　　　予約専用電話　☎018（824）0055
問●秋田県司法書士会　☎018（824）0187

　年末年始は、思いがけない凶悪事件や交通事故が発
生します。「自分だけは大丈夫」と油断することなく
心を引き締め、被害を受けないために次の点に気をつ
けましょう。

空き巣被害の防止
　・夜は門灯などを点けて玄関先を明るくする
　・在宅時や外出時、夜間は必ず鍵をかける
　・補助鍵を取り付け、二重ロックにする
自動車からの盗難被害防止
　・車を離れるときは必ず鍵をかける
　・車内には貴重品を置かない
自転車の被害防止
　・ワイヤーロックとチェーンロックの二重ロックに
　　する

年末年始は、思いがけない凶悪事件や交通事故が発

年末年始の犯罪・事故防止
身のまわり 二重ロックで 締めくくり

年末年始の犯罪・事故防止
身のまわり 二重ロックで 締めくくり

　毎年この時期は、積雪や路面凍結などの道路環境悪
化による交通事故や、飲酒運転が原因となる交通事故
が発生します。警察では「年末の交通安全運動」を次
のとおり実施し、交通事故防止を推進します。

運動期間　12月11日㈰～20日㈫の10日間
運動の重点
　・飲酒運転の根絶
　・子どもと高齢者の事故防止
　・シートベルトとチャイルドシート
　　着用の徹底
　・冬道の安全運転の徹底
雪道ではこんなことに気をつけましょう
　・急ブレーキ、急ハンドル、急加速は厳禁
　・橋の上や日陰、交差点は凍結に注意する
　・積雪やアイスバーンなどの路面状況に応じて運転
　　する
　・車間距離は長めにとり、先々の交通を読んで運転
　　する

　毎年この時期は、積雪や路面凍結などの道路環境悪

「年末の交通安全運動」が実施されます
無事故で今年を締めくくり

「年末の交通安全運動」が実施されます
無事故で今年を締めくくり

美郷町ふれあいセンター
大仙市役所３階
神岡福祉センター
太田文化プラザ
協和市民センター　和ピア
南外公民館
仙北就業改善センター
仙北市役所角館庁舎
田沢湖総合開発センター
仙北市社会福祉協議会西木支所

美郷町南ふれあい館
（旧仙南交流センター）

12/６（火）
12/６（火）
12/５（月）
12/５（月）
12/５（月）
12/７（水）
12/５（月）
12/５（月）
12/５（月）
12/５（月）

12/６（火）

大仙市

仙北市

美郷町

期　日 場　所地　域

美郷交番からの
お知らせ

チケットは、「名水市場湧太郎」・「AX（アックス）」で
お買い求めいただけます。

お問い合わせ先◎名水市場湧太郎「やまちょう」内
美郷町バスケットボール協会　TEL＆FAX 0187（73）8265

13th W LEAGUE in DAISEN-SENBOKU-MISATO
デンソーアイリス VS 富士通レッドウェーブ
平成23年12月11日㈰ 15：00 tip-off　美郷総合体育館リリオス

WJBLが美郷町内で開催されます。
女子バスケットボールの最高峰をぜひご覧ください!!
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募集人数●１名
賃　　金●時給700円～
雇用期間●12月中旬から平成24年３月末まで
　　　　※期間更新の場合あり
勤務時間●午前８時30分～午後６時の間の５時間程度
　　　　※当社シフト勤務による
申込期限●12月７日㈬正午まで
そ の 他●詳細は下記までお問い合わせください。
申・問●道の駅雁の里せんなん　渋谷・村田
　　　 ☎0182（37）3000

　医師や介護従事者が無料で認知症の相談に応じます。
日　　時●12月10日㈯　午後１時～午後４時
会　　場●秋田県認知症コールセンター
　　　　　（秋田市：中央シルバーエリア内）
申込方法●電話でお申し込みください。
申・問●秋田県認知症コールセンター
　　　 ☎018（829）2275

　在住外国人の日常生活を支援するため、「秋田県外国人
相談センター」が設置されました。センターでは、各種情
報提供や電話相談を行っています。
【日本語による相談】
相 談 先●大曲仙北地域相談員　鈴木通明さん
電話番号●090（2276）1113
相談時間●平日の午前10時～午後４時
【英語・中国語・韓国語による相談】
相 談 先●秋田県外国人相談センター
電話番号●018（884）7050
相談時間●毎週木曜日の午後１時～午後３時と
　　　　　午後６時～午後８時
問●秋田県外国人相談センター
　　☎018（884）7050

　拉致問題は日本の国民的問題です。拉致問題をはじめと
する北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が、国際社会
を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題について
の関心と理解を深めましょう。日本人拉致事件の情報をお
持ちの方は下記までご連絡ください。
問●大仙警察署　☎0187（63）3355
　　http://www.rachi.go.jp/

12月10日から16日までは　　　　　　　　　　　　
北朝鮮人権侵害問題啓発週間です

「道の駅雁の里せんなん」
パート職員を募集します

　町体育協会では、平成23年度にスポーツで活躍された方
に対し、美郷町スポーツ賞を授与します。下記の選考基準
に該当する方は、協会事務局までご連絡ください（ご家族
からの問い合わせも可）。
候 補 者●美郷町在住者および美郷町出身者で、次の大会
　　　　　基準と選考基準①～③のいずれかに該当する方
【大会基準】
大学生／県民体育大会・東北総合体育大会・国民体育大会・
　　　　各地区ブロックおよび全日本大学選手権大会
一　般／県民体育大会・東北総合体育大会・国民体育大会・
　　　　日本体育協会加盟競技団体が主催する大会
【選考基準】
　①上記基準の全国大会で優勝した方
　②上記基準の東北大会で３位以内に入賞した方および全
　　国大会で８位以内に入賞した方
　③上記基準の秋田県大会（個人競技は競技種目の参加者
　　が８名以上、団体競技は８チーム以上）で優勝した方
申込方法●問い合わせ後、推薦書を送付しますので、期限
　　　　　まで提出してください。
提出期限●平成24年１月６日㈮
　　　　※推薦書をもとに選考委員会で受賞者を決定後、
　　　　　授与式の日程等を連絡します。
申・問●町体育協会事務局（ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰみさと内）
　　　　☎0187（84）0033　FAX0187（84）1315

　興味のある方はどなたでも参加できます。皆さんお誘い
合わせのうえ、ぜひご参加ください。
日　時●12月14日㈬　午前10時30分～午前11時30分
場　所●美郷町いきいき館（美郷町六郷字鑓田）
内　容●足と爪のフットケアについて
講　師●マスターフットセラピスト　長澤真貴子氏
参加料●無料
持ち物●バスタオル１枚
問●在宅介護支援センター緑泉　☎0187（84）2284

　布小物、パッチワークなどの手作り品を販売します。皆
様のお越しをお待ちしています。
日　時●12月４日㈰　午前10時～午後３時
会　場●大仙市大曲交流センター２階
問●手作り雑貨サークル　小松　☎090（7666）6001

情報ひろば Misato town
INFORMATION

美郷町スポーツ賞　候補者を募集します

転倒予防教室を開催します

認知症特別相談会を開催します　

クリスマス手作り雑貨マーケットを開催します

外国人相談センターを設置しました　

インターネットのご利用には、フレッツ光の契約に加え、プロバイダとの契約が必要です（別途月額利用料等がかかります）。弊社の設備状況などによりサー
ビスのご利用をお待ちいただいたり、サービスをご利用いただけない場合がございます。無線ＬＡＮをご利用される際には、第三者による情報の改ざん・なり
すましなどを防止するために、セキュリティ機能（通信の暗号化
など）の設定を行ってください。　　

「フレッツ光」はじめてみませんか？

お問い合わせ先 NTT東日本秋田支店 9時～21時
年末年始を除く

～フレッツ光の魅力 その３～
（インターネット接続サービス） 家中どこでもフレッツ光

Ｋ１１－３７４６【１１１２－１１１２】

フレッツ光と
Wi-Fiなら
できます！

家族の楽しみ方も
ワイヤレスで自由自在! !

ＮＴＴ東日本もWiｰFi対応無線LAN
ルータをご用意しております

無線ＬＡＮの伝送距離は使用
環境や電波状況などによって
変動します。

タブレット端末で
夫婦仲良くお料理

夫婦仲良く料理番組
　の「動画」を
　見ながら料理を
　作っています

最近のテレビに
Ｗｉ－Ｆｉ受信機を
つないでネット接続。
　家族みんなで旅行
　計画やネットショ
　　ッピング！

ワイヤレスで家中どこでも
好きなところでネットが
　　　楽しめます。

ネット対応テレビで
家族がひとつに もちろん

ノートＰＣでも
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みさぽーとプレス
美郷町住民活動センター「みさぽーと」からのお知らせ

問い合わせ／美郷町住民活動センター「みさぽーと」　☎0187（84）4922

みさぽーとまつりを開催しました！みさぽーとまつりを開催しました！
11月15日に「みさぽーとまつり」を開催しました。とても寒い日でしたが、

60名を越える方々が来場してくれました。各コーナーの様子を写真でご紹介します。

美郷町奉友会主催　秋の清掃ボランティア美郷町奉友会主催　秋の清掃ボランティア

第２回みさぽーと講座
「幸せを願う“正月飾り”作り講座」開催します！

　10月28日に美郷町奉友会が主催する清掃ボラン
ティアが行われ、会員や一般の方約50名が役場庁舎
周辺の清掃活動を行いました。参加者は、熊手や竹
ぼうきを使って、敷地内に落ちた木の葉や枝を丁寧
に集めました。２時間ほど作業した後の敷地は、緑
の芝生がくっきり見えるほどきれいに。奉友会の皆
さん、本当にありがとうございました。

　事前準備から多くの“みさぽーたー”のご協力をいただき、無事に終える
ことができました。本当にありがとうございました! 来年度もお楽しみに!!

日　　時●12月19日（月）　午前10時～
場　　所●美郷町中央行政センター　２階
参 加 費●材料代として200円

定　　員●20名　※定員になり次第、締め切ります。
申込方法●電話でお申し込みください。
申込期限●12月14日（水）

プチコンサート　扇田　亮さん
講演「おいしいデザイン教室」
　　　　　　　　　　澁谷和之さん 新聞紙シアター　高橋美由紀さん

グラスアート体験コーナー飾り巻き寿司体験コーナー
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（－10）
（－4）
（－6）
（－6）

人　口
男
女
世帯数

21,959人
10,394人
11,565人
6,740世帯

うご き人の

10月末現在・（　）内は前月比

●10月届出順戸籍の窓

赤ちゃん お父さん・お母さん 行政区

すこやかに

亡くなった方 年齢 行政区 亡くなった方 年齢 行政区

やすらかに

新郎・新婦 行政区等 新郎・新婦 行政区等

おしあわせに

休 日 救 急 医 療 連 携 事 業

歯 科 休 日 当 番 医 診察時間●午前９時～正午

（日曜日・祝日および年末年始）

仙北組合総合病院

内科・小児科

午前9時～午後3時

0187－63－2111

診療場所

診療科目

診療時間

電話番号

在 宅 外 科 当 番 医 診察時間●午前10時～午後４時

診察日 当　番　医 電話番号
(0187)

診察日

12/ ㈰ 63-2111４

12/ ㈰４

仙北組合総合病院　整形

㈰ 63-211111 仙北組合総合病院　外科

㈰ 63-213118 大曲中通病院

㈮ 63-211123 仙北組合総合病院　外科

㈰ 63-211125 仙北組合総合病院　整形

㈯ 63-211131 仙北組合総合病院　外科

㈰ 63-123018 高橋ひろし歯科医院（大仙市大曲田町）

㈰ 43-360011 まつだ歯科医院（仙北市田沢湖）

0188-
92-3166協和町歯科診療所（大仙市協和）

㈰ 84-410825 岡田歯科医院（美郷町六郷）

㈯ 62-505831 高橋歯科医院（大仙市大曲栄町）

当　番　医 電話番号
(0187)

献血にご協力ください

12月14日（水）　成分献血のみ
　10：00～ 16：00 ■美郷町役場

美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん

　平成23年11月生まれの赤ちゃんが写っている写真（1枚）の裏面
に赤ちゃんのお名前と生年月日、ご両親のお名前、住所、電話番号
を記入し、メッセージ（30字以内）を添えて12月９日㈮までご応募
ください。 応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所

「美郷の赤ちゃん」を募集します

（上深井／剛さん・真利子さん）
佐藤 晴真 ちゃん

はる ま

「元気いっぱい大きく
育ってね」
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12月28日●
発行予定です。

水

植物油インキを
使用しています。

P37

P27

P27

P24

　来年の手帳を注文したら、福引のおまけがつ
いていました。「当たらないよね」なんて軽い
気持ちで引いてみたら、「魚の煮物セットに当
選」の文字が。発送予定は来年１月下旬だそう
で、クリスマスを飛び越して一足早いお年玉を
いただいた気分です。○
　今月の表紙は、いぶりがっこの仕込み作業。
田口富二雄さん（細筑）、たつ子さんご夫婦で
す。大根に付いた泥を洗い落とす作業や小屋に
吊るす作業を見学させていただきました。普段何

気なく食べている食品が色々な手間をかけてつ
くられていることを再認識しました。○
　美郷町内の学校では心を育てる活動として
『あいさつ運動』に取り組んでいます。取材な
どで学校にお邪魔すると、児童・生徒のみなさ
んが「こんにちは！」と気持ちの良い挨拶と笑
顔で迎えてくれて嬉しくなります。思わずつら
れて、自分の挨拶も普段より声が大きくなる私。
美郷っ子が周囲に明るさとパワーを与えてくれ
ているなあと感じる瞬間です。元気な挨拶、見
習わなくちゃ！○

紀

山

西

12月町のカレンダー
12/1●～1/5●木 木

元日

天皇誕生日
●わくわくおはなし「夢ふうせん」クリスマス会
　（中央ふれあい館10：00～11：00）

●巡回児童相談（仙北地域振興局　事前申込み要）
　※申込みは町福祉保健課福祉班へ（☎84-4907）

●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●行政相談（中央ふれあい館10：00～12：00）
●成分献血（役場庁舎10：00～16：00）→
●１歳６カ月児健診（平成２２年４月～５月生まれ）
　（保健センター　受付12：30～13：00）

●幼稚園・保育園入園手続き説明会→
　（すこやか園13：30～）

●子育て支援　クリスマス楽しみ会→
　（ふれあいセンター10：00～）

●美郷町学友館リニューアルオープン
●秋田県美術展覧会第９回仙北地域展（～１月２９日）
●ソバ打ち講座（南ふれあい館9：00～、13：00～）
●おはなしの会「しゃぼんだま」クリスマス会
　（千畑交流センター10：00～11：00）
●清水の里地域健康づくりシンポジウム＆がん検診推進
　タウンミーティング（美郷町公民館13：00～）→
●図書館ボランティア「紙ひこうき」クリスマス会
　（南ふれあい館14：00～15：00）

20
●４カ月児健診（平成２３年８月生まれ）
　（保健センター　受付12：30～12：45）
●１０カ月児健診（平成２３年２月生まれ）
　（保健センター　受付12：45～13：00）
●幼稚園・保育園入園手続き説明会→
　（わくわく園13：30～）

●みさぽーと講座（中央行政センター10：00～）→
●操体法同好会（保健センター10：00～11：30）
●幼稚園・保育園入園手続き説明会→
　（なかよし園13：30～）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●くるみの会機能訓練（保健センター10：00～15：00）21
●美郷町民バスケットボール大会（中央体育館8：30～）

●高血圧予防教室（保健センター10：00～13：00）

●心と体のセルフメンテナンス講習会
　（リリオス10：00～12：00）
●わくわくおはなし「夢ふうせん」
　（中央ふれあい館10：30～11：00）

●郷土料理講座「おやこでおせち」
　（南ふれあい館9：30～）

●美郷町学友館一時休館期間（～１６日）

●くるみの会機能訓練（保健センター10：00～15：00）

●てとての会定例会（まめだや12：30～15：30）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●７カ月児健診（平成２３年４月生まれ）
　（保健センター　受付12：30～12：45）

●メンタルヘルスサポーター養成講座
　（保健センター13：30～15：30）

●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

22
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2
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3
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11/
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木

木

月

火
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水

火

金

土

木

水

金

土

日

月

金

土

日

木

火

水

木

金

土

日

月

木

火

水

月

月

火

日

水

12月29日から１月３日は美郷町
役場、六郷出張所、仙南出張所など
の各施設が閉庁します。
各種証明書等が必要な方は12月
28日までに請求手続きを済ませて
ください。詳しくは20ページ、21
ページをご覧ください。

後期高齢者医療
　　　　 保険料６期
の納期限です。

1/4は

12 月 29日㈭
30日㈮
31日㈯

１ 月 １ 日㈰
 

２ 日㈪
 

３ 日㈫

8：30～ 17：00
8：30～ 17：00
休業日
平常営業
（８：30～ 21：00）
平常営業
（８：30～ 21：00）
平常営業
（８：30～ 21：00）

湯とぴあの年末年始の
営業時間が変わります。

町県民税４期、
国民健康保険税６期
の納期限です。

12/28は

P27

P36

P27
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